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１. 調査の概要 

(1) 調査の目的 

本市における行政運営の基本方針である総合計画の中間見直しを行うにあたり、八幡

市のこれまでの取組への評価やまちづくりのあり方などについての市民の意見を把握し、

中間見直しの参考資料とするために実施した。 

 

(2) 調査方法と回答状況 

① 調査方法 

調査名称 八幡市のまちづくりのための「市民アンケート調査」 

実施期間 令和４年８月４日（木）～８月 23 日（火） 

調査方法 郵送による調査票の配布、郵送またはWEB による回収 

調査対象 八幡市に住民登録している 18 歳以上の方（注） 

（注）市民調査の対象者の抽出にあたっては、過去の市民アンケートの回収状況を参考に、回収サンプル数が実際

の人口分布に近くなるよう、性別・年齢階層・地区別に補正比率を設定して算出した男女別・年齢別・地区別

の抽出数に基づいて無作為抽出した。 

 

② 回答状況 

発送数 未達数 有効発送数 有効回答数 回収率 

3,021 12 3,009 976 32.4％ 

※2022 年 10 月 7 日到着分まで 

 

 

(3) 報告書の見方 

・回答結果の比率はパーセントで表している。四捨五入の処理の関係で、見た目上の

比率を足し算しても、合計が 100％にならないこともある。 

・複数回答が可能な設問では、回答結果の比率を合計しても 100％にはならない。 

・報告書に掲載しているグラフにおいて、値の小さい項目は表記を省略している場合

がある。 

・クロス集計の表で、    は全体の値よりも 10％以上高いこと、    は 10％

以上低いことを示す。 

・回答数（ｎ数）が少ない場合、コメントをしていない場合がある。 

 

  

網掛け 白抜き 
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２. 調査結果 

(1) 回答者の属性 

① 居住地区 

回答者の居住地区は、「八幡地区」の割合が最も高く 30.5%となっている。次いで、

「男山地区（25.9%）」、「橋本地区（16.0%）」となっている。この３地区で約７割を占め

ている。５地区別に見ると、「市役所周辺地区」が 34.5％と最も多く、次いで「男山地区

（25.9％）」、「橋本地区（19.2％）」となっている。 

図表 I-１ 居住地区（SA） 

 

図表 I-２ 居住地区（SA） 

  

30.5

16.0

4.0

0.6

0.1

0.9

0.5

0.7

0.8

0.5

7.1

25.9

3.2

8.4

0.7

0 10 20 30 40

八幡地区

橋本地区

川口地区

岩田地区

野尻地区

上津屋地区

上奈良地区

下奈良地区

内里地区

戸津地区

美濃山地区

男山地区

西山地区

欽明台地区

無回答

(n=976)

（％)

市役所周

辺地区

34.5%

東部地区

4.2%

美濃山地区

15.5%

男山地区

25.9%

橋本地区

19.2%

無回答

0.7%

(n=976)

 【５地区】 
市役所周辺地区 八幡地区、川口地区   
東部地区 岩田地区、野尻地区、上津屋地区、上奈良地区、下奈良地区、内里地区、戸津地区 
美濃山地区 美濃山地区、欽明台地区    
男山地区 男山地区     
橋本地区 橋本地区、西山地区 
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② 年齢 

回答者の年齢は、「70歳以上」の割合が最も高く 31.9%となっている。次いで、「40 歳

代（17.9%）」、「50 歳代（15.1%）」となっている。65 歳以上の高齢者が約 4 割を占めて

いる。 

 

図表 I-３ 年齢（SA） 

 
 

 

③ 性別 

回答者の性別は、「女性」の割合が高く 57.5%となっている。次いで、「男性（41.8%）」、

「回答しない（0.7%）」となっている。 

 

図表 I-４ 性別（SA） 

 
 

20歳未満

2.5% 20歳代

10.0%

30歳代

10.7%

40歳代

17.9%

50歳代

15.1%

60～64歳

4.8%

65～69歳

7.2%

70歳以上

31.9%

(n=976)

男性

41.8%女性

57.5%

回答しない

0.7%

(n=976)
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④ 配偶者（パートナー）の有無 

回答者の配偶者（パートナー）の有無は、「既婚（事実婚を含む）」の割合が最も高く

65.8%となっている。次いで、「未婚（独身）（22.2%）」、「離死別（離婚・死別、事実婚

の解消により現在は独身）（11.8%）」となっている。 

 

図表 I-５ 配偶者（パートナー）の有無（SA） 

 
 

  

未婚（独身）

22.2%

既婚（事実婚

を含む）

65.8%

離死別（離婚・

死別、事実婚の

解消により現在

は独身）

11.8%

無回答

0.2%

(n=976)
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⑤ 同居の家族構成 

回答者の同居の家族構成は、「二世代同居（親（あなた）と子ども）」の割合が最も高

く 36.0%となっている。次いで、「夫婦のみ（事実婚を含む）（30.4%）」、「二世代同居

（親と子ども（あなた））（14.7%）」となっている。 

 

図表 I-６ 同居の家族構成（SA） 

 

 

⑥ 同居家族（本人も含む）の内容 

回答者の同居家族（本人も含む）の内容は、「該当する人はいない」の割合が最も高く

27.2%となっている。次いで、「65歳～74歳の方（25.2%）」、「75歳以上の方（19.5%）」

となっている。 

 

図表 I-７ 同居家族（本人も含む）の内容（MA） 

 
 

  

11.7 30.4 36.0 14.7
4.7

2.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし 夫婦のみ（事実婚を含む）
二世代同居（親（あなた）と子ども） 二世代同居（親と子ども（あなた））
三世代同居 その他
無回答

(n=976)

8.5

9.9

6.9

8.4

11.1

25.2

19.5

5.4

27.2

3.5

0 10 20 30 40

未就学の子ども

小学生

中学生

高校生

大学生・専門学校生

65歳～74歳の方

75歳以上の方

介護を必要とする方

該当する人はいない

無回答

(n=976)

（％)
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⑦ 八幡市での居住年数 

回答者の八幡市での居住年数は、「20年以上」の割合が最も高く 49.6%となっている。

次いで、「10 年以上 20 年未満（19.3%）」、「生まれてからずっと（16.9%）」となってい

る。一方、５年未満の居住者は、8.7％で 1割に満たない。 

性・年齢別に見ると、男女ともに若年層において「生まれてからずっと」の割合が全

体に比べて高く、50 歳代から 70 歳以上において「20 年以上」の割合が全体に比べて高

くなっている。 

居住地別に見ると、東部地区では「生まれてからずっと」、美濃山地区では「10年以上

20年未満」が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-８ 八幡市での居住年数（SA） 

 

図表 I-９ 八幡市での居住年数（SA） (性・年齢別、居住地別) 

  

生まれてから

ずっと

16.9%

20年以上

49.6%

10年以上

20年未満

19.3%

５年以上

10年未満

5.3%

１年以上

５年未満

7.0%

１年未満

1.7%
無回答

0.2%

(n=976)

（％）

調
査
数

生
ま
れ
て
か
ら

ず

っ
と

2
0
年
以
上

1
0
年
以
上

2
0
年
未
満

５
年
以
上
1
0

年
未
満

１
年
以
上
５
年

未
満

１
年
未
満

無
回
答

976 16.9 49.6 19.3 5.3 7.0 1.7 0.2
男性全体 408 16.7 51.5 19.4 3.4 7.4 1.7 0.0
18～29歳 49 44.9 14.3 16.3 2.0 12.2 10.2 0.0
30歳代 35 28.6 17.1 11.4 5.7 31.4 5.7 0.0
40歳代 55 14.5 30.9 34.5 9.1 10.9 0.0 0.0
50歳代 56 7.1 60.7 26.8 1.8 3.6 0.0 0.0
60歳代 57 12.3 64.9 12.3 3.5 7.0 0.0 0.0
70歳以上 156 10.9 69.9 16.7 1.9 0.6 0.0 0.0
女性全体 561 17.1 48.3 19.1 6.6 6.8 1.8 0.4
18～29歳 72 40.3 15.3 19.4 8.3 12.5 4.2 0.0
30歳代 69 24.6 21.7 15.9 10.1 20.3 5.8 1.4
40歳代 116 25.0 23.3 27.6 12.9 8.6 2.6 0.0
50歳代 91 6.6 62.6 25.3 3.3 2.2 0.0 0.0
60歳代 60 10.0 76.7 11.7 0.0 1.7 0.0 0.0
70歳以上 153 5.9 75.2 13.1 3.9 1.3 0.0 0.7
市役所周辺地区 337 25.2 44.8 14.8 5.0 8.0 1.8 0.3
東部地区 41 29.3 41.5 9.8 7.3 9.8 2.4 0.0
美濃山地区 151 8.6 39.7 45.0 3.3 2.6 0.7 0.0
男山地区 253 13.0 56.1 13.8 6.3 8.7 1.6 0.4
橋本地区 187 11.8 58.8 16.6 5.3 5.3 2.1 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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⑧ 職業 

回答者の職業は、「会社員、公務員、団体職員」の割合が最も高く 30.3%となっている。

次いで、「無職（22.4%）」、「パート・アルバイトなど（16.8%）」となっている。 

 

図表 I-１０ 職業（SA） 

 
 

  

22.4

14.9

0.6

4.4

30.3

3.3

4.4

16.8

1.3

1.5

0 10 20 30 40

無職

家事専業

農林水産業

自営業および家族従業員

会社員、公務員、団体職員

専門職・自由業(医師、弁護士など)

学生

パート・アルバイトなど

その他

無回答

(n=976)

（％)
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(2) 八幡市の住み良さについて 

① 八幡市の住み良さ 

八幡市の住み良さについては、「どちらかといえば住み良いまちである」の割合が最も

高く 55.1%となっており、「住み良いまちである（18.6%）」と合わせて約 7割が住み良い

と評価している。 

性・年齢別では 30 歳代男性において「住み良いまちである」の割合が全体に比べて高

くなっており、女性においては 60 歳代において「どちらかといえば住み良いまちである」

の割合が全体に比べて高くなっている。 

図表 I-１１ 八幡市の住み良さ（SA） 

 

図表 I-１２ 八幡市の住み良さ（SA） (性・年齢別、居住地別) 

  

住み良いま

ちである

18.6%

どちらかといえば住み

良いまちである

55.1%

どちらかといえば

住みにくいまちで

ある

8.9%

住みにくい

まちである

2.0%

どちらともい

えない

14.9%

無回答

0.4%

(n=976)

（％）

調
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良
い
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に
く
い
ま
ち
で
あ
る

住
み
に
く
い
ま
ち
で
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る ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

無
回
答

976 18.6 55.1 8.9 2.0 14.9 0.4
男性全体 408 21.8 54.2 8.1 1.5 14.2 0.2
18～29歳 49 20.4 61.2 6.1 2.0 10.2 0.0
30歳代 35 31.4 42.9 11.4 2.9 11.4 0.0
40歳代 55 18.2 58.2 9.1 0.0 14.5 0.0
50歳代 56 21.4 60.7 3.6 0.0 14.3 0.0
60歳代 57 17.5 59.6 7.0 5.3 10.5 0.0
70歳以上 156 23.1 48.7 9.6 0.6 17.3 0.6
女性全体 561 16.2 56.1 9.3 2.5 15.3 0.5
18～29歳 72 18.1 62.5 8.3 1.4 9.7 0.0
30歳代 69 14.5 53.6 14.5 4.3 11.6 1.4
40歳代 116 13.8 58.6 14.7 3.4 9.5 0.0
50歳代 91 18.7 49.5 11.0 4.4 16.5 0.0
60歳代 60 8.3 66.7 3.3 0.0 20.0 1.7
70歳以上 153 19.6 52.3 4.6 1.3 21.6 0.7
市役所周辺地区 337 19.3 51.9 9.5 2.4 16.3 0.6
東部地区 41 9.8 46.3 22.0 4.9 17.1 0.0
美濃山地区 151 18.5 60.9 7.9 2.0 10.6 0.0
男山地区 253 19.0 56.5 5.9 2.0 16.2 0.4
橋本地区 187 17.6 58.3 9.6 1.1 13.4 0.0

全体

居
住
地
別

女
性
・
年
齢
別

男
性
・
年
齢
別
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② 今後の居住意向 

今後の八幡市での居住意向は、「どちらかといえば住み続けたい」の割合が最も高く

54.2%となっており、「ずっと住み続けたい（23.2%）」と合わせて、約 8 割が八幡市での

継続居住の意向を示している。 

一方、市外への転出意向のある方（「どちらかといえば市外に移りたい（17.8%）」と

「市外に移りたい（4.0％）」の合計）が約 2割となっている。 

性・年齢別では、60歳代から 70歳代以上の男性において「ずっと住み続けたい」の割

合が全体に比べて高くなっている。 

一方、男女ともに 18～29 歳において「どちらかといえば市外に移りたい」の割合が全

体に比べて高くなっている。 

図表 I-１３ 今後の居住意向（SA） 

 

図表 I-１４ 今後の居住意向（SA） (性・年齢別、居住地別) 
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4.0%

無回答

0.8%

(n=976)

（％）

調
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ど
ち
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え
ば
市
外

に
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り
た
い

市
外
に
移
り
た
い

無
回
答

976 23.2 54.2 17.8 4.0 0.8
男性全体 408 30.1 51.0 15.4 3.2 0.2
18～29歳 49 14.3 40.8 38.8 6.1 0.0
30歳代 35 28.6 48.6 14.3 8.6 0.0
40歳代 55 14.5 52.7 27.3 5.5 0.0
50歳代 56 25.0 64.3 5.4 3.6 1.8
60歳代 57 35.1 50.9 10.5 3.5 0.0
70歳以上 156 41.0 49.4 9.6 0.0 0.0
女性全体 561 18.4 56.5 19.6 4.3 1.2
18～29歳 72 11.1 50.0 30.6 8.3 0.0
30歳代 69 8.7 55.1 26.1 7.2 2.9
40歳代 116 12.9 52.6 27.6 5.2 1.7
50歳代 91 19.8 59.3 17.6 2.2 1.1
60歳代 60 18.3 73.3 8.3 0.0 0.0
70歳以上 153 29.4 54.9 11.1 3.3 1.3
市役所周辺地区 337 23.4 52.5 18.4 4.7 0.9
東部地区 41 24.4 41.5 26.8 4.9 2.4
美濃山地区 151 25.8 55.6 15.9 2.0 0.7
男山地区 253 23.7 54.2 17.8 3.6 0.8
橋本地区 187 19.8 58.3 16.6 4.8 0.5

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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③ 八幡市に住み続けたい理由 

八幡市に住み続けたいと回答した人の、八幡市に住み続けたい理由（２つまで）は、

「近隣に商店や病院などが充実し、生活する上で便利だから」の割合が最も高く 42.6%

となっている。次いで、「住宅の事情から（27.9%）」、「緑や公園が多く、まちの環境が良

いから（27.3%）」となっている。 

 

図表 I-１５ 八幡市に住み続けたい理由（２つまで） 

 

  

27.3

42.6

24.4

2.1

4.4

2.4

7.9

19.3

11.0

27.9

2.0

3.4

0 10 20 30 40 50

緑や公園が多く、まちの環境が良いから

近隣に商店や病院などが充実し、生活する

上で便利だから

市外に通勤・通学や買い物等をする

上で交通の便が良いから

娯楽や文化などの生活の楽しみがあるから

福祉などの市民サービスが整っているから

子どもの教育環境が良いから

治安が良いから

地域に愛着があるから

職場が近いから

住宅の事情から

コミュニティ活動拠点が充実しており、地域活動、

まちづくり活動がしやすい環境だから

その他

(n=755)

（％)
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性・年齢別に見ると 18～29 歳・40 歳代男性では「交通の便が良いから」「職場に近い

から」といった理由を挙げる比率が他の属性に比べて高くなっている。また、居住地別

に見ると美濃山地区や男山地区で「生活する上で便利だから」という回答の比率が特に

高い一方で、東部地区や橋本地区ではその比率が低くなっている。 

 

図表 I-１６ 八幡市に住み続けたい理由（２つまで） (性・年齢別、居住地別) 
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や
公
園
が
多
く

、
ま
ち
の
環
境
が

良
い
か
ら

近
隣
に
商
店
や
病
院
な
ど
が
充
実

し

、
生
活
す
る
上
で
便
利
だ
か
ら

市
外
に
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
等
を

す
る
上
で
交
通
の
便
が
良
い
か
ら

娯
楽
や
文
化
な
ど
の
生
活
の
楽
し
み

が
あ
る
か
ら

福
祉
な
ど
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
整

っ

て
い
る
か
ら

子
ど
も
の
教
育
環
境
が
良
い
か
ら

治
安
が
良
い
か
ら

地
域
に
愛
着
が
あ
る
か
ら

職
場
が
近
い
か
ら

住
宅
の
事
情
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
拠
点
が
充
実
し

て
お
り

、
地
域
活
動

、
ま
ち
づ
く
り

活
動
が
し
や
す
い
環
境
だ
か
ら

そ
の
他

無
回
答

755 27.3 42.6 24.4 2.1 4.4 2.4 7.9 19.3 11.0 27.9 2.0 3.4 0.0
男性全体 331 26.9 40.5 28.7 1.5 2.7 1.8 6.6 20.2 12.7 28.4 2.1 3.9 0.0
18～29歳 27 14.8 22.2 48.1 7.4 7.4 0.0 3.7 33.3 22.2 7.4 0.0 7.4 0.0
30歳代 27 18.5 40.7 25.9 3.7 3.7 3.7 7.4 18.5 33.3 25.9 3.7 0.0 0.0
40歳代 37 18.9 29.7 40.5 0.0 5.4 8.1 0.0 18.9 32.4 32.4 2.7 5.4 0.0
50歳代 50 24.0 30.0 34.0 2.0 0.0 2.0 6.0 16.0 10.0 40.0 0.0 8.0 0.0
60歳代 49 18.4 34.7 28.6 0.0 2.0 2.0 4.1 28.6 10.2 40.8 4.1 2.0 0.0
70歳以上 141 36.9 52.5 20.6 0.7 2.1 0.0 9.9 17.0 3.5 23.4 2.1 2.8 0.0
女性全体 420 27.6 44.5 21.0 2.6 5.5 2.9 9.0 18.8 9.5 27.6 1.9 3.1 0.0
18～29歳 44 31.8 43.2 27.3 4.5 0.0 2.3 11.4 20.5 13.6 11.4 0.0 4.5 0.0
30歳代 44 13.6 50.0 31.8 0.0 6.8 9.1 4.5 18.2 11.4 15.9 2.3 0.0 0.0
40歳代 76 18.4 32.9 26.3 1.3 3.9 7.9 5.3 21.1 15.8 34.2 2.6 3.9 0.0
50歳代 72 31.9 45.8 23.6 1.4 6.9 1.4 9.7 20.8 11.1 30.6 1.4 2.8 0.0
60歳代 55 32.7 49.1 20.0 0.0 5.5 0.0 7.3 12.7 7.3 30.9 0.0 5.5 0.0
70歳以上 129 31.8 47.3 10.9 5.4 7.0 0.0 12.4 18.6 3.9 30.2 3.1 2.3 0.0
市役所周辺地区 256 19.5 34.4 21.1 4.3 6.3 2.0 5.9 25.4 14.5 27.7 3.9 5.9 0.0
東部地区 27 25.9 7.4 14.8 3.7 3.7 3.7 14.8 55.6 11.1 37.0 0.0 7.4 0.0
美濃山地区 123 17.1 69.1 30.9 0.0 0.8 7.3 12.2 13.0 5.7 20.3 1.6 1.6 0.0
男山地区 197 37.6 53.3 21.3 1.0 4.1 0.5 4.1 12.2 12.7 33.5 1.0 2.0 0.0
橋本地区 146 34.2 26.7 30.8 1.4 4.8 0.7 12.3 17.8 7.5 26.0 0.7 2.1 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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八幡市に住み続けたい理由（２つまで）の上位を見ると、多くの年齢・地域において

「生活利便性」と「緑・公園」が回答の上位となっているが、性・年齢別に見ると 18～

29歳・40歳代男性では「交通利便性」、50歳代・60歳代男性では「住宅事情」がそれぞ

れ最も多くなっている。居住地別に見ると東部地区では「地域への愛着」が最も多くな

っている。 

図表 I-１７ 八幡市に住み続けたい理由（MA）（上位 5位） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

  

生活利便性 住宅事情 緑・公園 交通利便性 地域への愛着
42.6 27.9 27.2 24.3 19.3

生活利便性 交通利便性 住宅事情 緑・公園 地域への愛着
40.5 28.7 28.4 26.9 20.2

交通利便性 地域への愛着 緑・公園
48.1 33.3 14.8

生活利便性 職場の近さ 緑・公園
40.7 33.3 18.5

交通利便性 生活利便性 緑・公園
40.5 29.7 18.9

住宅事情 交通利便性 生活利便性 緑・公園 地域への愛着
40.0 34.0 30.0 24.0 16.0

住宅事情 生活利便性 交通利便性 地域への愛着 緑・公園
40.8 34.7 28.6 28.6 18.4

生活利便性 緑・公園 住宅事情 交通利便性 地域への愛着
52.5 36.9 23.4 20.6 17.0

生活利便性 交通利便性 地域への愛着
44.5 21.0 18.8

生活利便性 緑・公園 交通利便性 地域への愛着 職場の近さ
43.2 31.8 27.3 20.5 13.6

生活利便性 交通利便性 地域への愛着 住宅事情 緑・公園
50.0 31.8 18.2 15.9 13.6

住宅事情 生活利便性 交通利便性 地域への愛着 緑・公園
34.2 32.9 26.3 21.1 18.4

生活利便性 緑・公園 住宅事情 交通利便性 地域への愛着
45.8 31.9 30.6 23.6 20.8

生活利便性 緑・公園 住宅事情 交通利便性 地域への愛着
49.1 32.7 30.9 20.0 12.7

生活利便性 緑・公園 住宅事情 地域への愛着 治安の良さ
47.3 31.8 30.2 18.6 12.4

生活利便性 住宅事情 地域への愛着 交通利便性 緑・公園
34.4 27.7 25.4 21.1 19.5

地域への愛着 住宅事情 緑・公園 交通利便性 治安の良さ
55.6 37.0 25.9 14.8 14.8

生活利便性 交通利便性 住宅事情 緑・公園 地域への愛着
69.1 30.9 20.3 17.1 13.0

生活利便性 緑・公園 住宅事情 交通利便性 職場の近さ
53.3 37.6 33.5 21.3 12.7

緑・公園 交通利便性 生活利便性 住宅事情 地域への愛着
34.2 30.8 26.7 26.0 17.8

橋本地区

25.9
交通利便性／住宅事情

職場の近さ／住宅事情
32.4

3位 4位 5位

22.2
生活利便性／職場の近さ

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

1位 2位

197

146

女性全体

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

市役所周辺地区

東部地区

美濃山地区

男山地区

55

129

256

27

123

420

44

44

76

72

141

全体

男性全体

18～29歳

30歳代

40歳代

755

331

27

27

37

27.6
緑・公園／住宅事情

50歳代

60歳代

70歳以上

男
性
・
年
齢
別

50

49
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④ 八幡市外に移りたい理由 

八幡市から市外に移りたいと回答した人の、八幡市外に移りたい理由（２つまで）は、

「市外に通勤・通学や買い物等をする上で交通の便が良くないから」の割合が最も高く

29.6%となっている。次いで、「治安に不安があるから（29.1%）」、「近隣に商店や病院な

どが少なく、生活する上で不便だから（21.6%）」となっている。 

 

図表 I-１８ 八幡市外に移りたい理由（２つまで） 

 

  

7.5

21.6

29.6

16.9

12.7

13.1

29.1

17.4

9.4

14.1

5.6

10.8

0 20 40 60 80 100

緑や公園が少なく、まちの環境が良くないから

近隣に商店や病院などが少なく、

生活する上で不便だから

市外に通勤・通学や買い物等をする上で

交通の便が良くないから

娯楽や文化などの生活の楽しみが少ないから

福祉などの市民サービスが整っていないから

子どもの教育環境が良くないから

治安に不安があるから

地域に愛着を感じないから

仕事の都合（自分や家族の転勤など）

住宅の事情から

コミュニティ活動拠点がないなど、地域活動、

まちづくり活動がしにくい環境だから

その他

(n=213)

（％)
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性・年齢別に見ると男女とも 18～29 歳において、「娯楽や文化などの生活の楽しみが

少ないから」という回答の比率が他の年代に比べて高くなっている。また、居住地別に

見ると市役所周辺地区において「子どもの教育環境が良くないから」という回答の比率

が高くなっている。 

 

図表 I-１９ 八幡市外に移りたい理由（２つまで） (性・年齢別、居住地別) 

 

  

（％）
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か
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ど
の
市
民
サ
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ビ
ス
が
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っ
て
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い
か
ら

子
ど
も
の
教
育
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境
が
良
く
な
い

か
ら

治
安
に
不
安
が
あ
る
か
ら

地
域
に
愛
着
を
感
じ
な
い
か
ら

仕
事
の
都
合

（
自
分
や
家
族
の
転

勤
な
ど

）

住
宅
の
事
情
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
拠
点
が
な
い

な
ど

、
地
域
活
動

、
ま
ち
づ
く
り

活
動
が
し
に
く
い
環
境
だ
か
ら

そ
の
他

無
回
答

213 7.5 21.6 29.6 16.9 12.7 13.1 29.1 17.4 9.4 14.1 5.6 10.8 0.0
男性全体 76 10.5 17.1 27.6 17.1 15.8 10.5 25.0 17.1 10.5 14.5 2.6 13.2 0.0
18～29歳 22 4.5 18.2 31.8 40.9 0.0 13.6 27.3 18.2 18.2 4.5 4.5 0.0 0.0
30歳代 8 0.0 0.0 37.5 0.0 0.0 12.5 37.5 0.0 50.0 12.5 0.0 25.0 0.0
40歳代 18 5.6 11.1 27.8 0.0 38.9 16.7 27.8 22.2 0.0 16.7 5.6 11.1 0.0
50歳代 5 20.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0
60歳代 8 37.5 25.0 25.0 0.0 12.5 0.0 25.0 12.5 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0
70歳以上 15 13.3 20.0 20.0 26.7 20.0 6.7 13.3 20.0 0.0 13.3 0.0 26.7 0.0
女性全体 134 6.0 23.9 31.3 17.2 11.2 14.9 31.3 15.7 9.0 14.2 7.5 9.7 0.0
18～29歳 28 7.1 10.7 39.3 35.7 7.1 17.9 25.0 21.4 17.9 3.6 10.7 3.6 0.0
30歳代 23 0.0 26.1 30.4 26.1 4.3 17.4 43.5 13.0 8.7 13.0 4.3 0.0 0.0
40歳代 38 2.6 21.1 26.3 13.2 7.9 23.7 42.1 18.4 7.9 13.2 5.3 10.5 0.0
50歳代 18 0.0 16.7 38.9 11.1 22.2 0.0 27.8 16.7 11.1 16.7 0.0 16.7 0.0
60歳代 5 20.0 20.0 20.0 0.0 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 60.0 20.0 40.0 0.0
70歳以上 22 18.2 50.0 27.3 0.0 13.6 4.5 13.6 9.1 0.0 18.2 13.6 13.6 0.0
市役所周辺地区 78 10.3 23.1 28.2 25.6 10.3 24.4 35.9 19.2 3.8 11.5 9.0 7.7 0.0
東部地区 13 7.7 38.5 46.2 7.7 15.4 7.7 30.8 15.4 15.4 7.7 0.0 0.0 0.0
美濃山地区 27 7.4 7.4 33.3 11.1 18.5 7.4 22.2 22.2 14.8 3.7 7.4 14.8 0.0
男山地区 54 5.6 18.5 27.8 9.3 11.1 3.7 31.5 14.8 13.0 24.1 1.9 13.0 0.0
橋本地区 40 5.0 27.5 27.5 17.5 15.0 7.5 17.5 15.0 10.0 15.0 5.0 15.0 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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八幡市外に移りたい理由（２つまで）の上位を見ると、18～29歳・50歳代女性におい

て「交通利便性」が 1 位になっている。男性においては、18～29 歳・70 歳代の 1 位が

「娯楽・文化」と共通しているほかは、世代ごとに 1位の理由が異なる結果となった。 

居住地別では市役所周辺地区と男山地区では「治安」が、東部地区と美濃山地区、橋

本地区では「交通利便性」がそれぞれ 1 位となった。橋本地区では「生活利便性」も同

率 1位の結果となった。 

図表 I-２０ 八幡市外に移りたい理由（２つまで）（上位 5位） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

  

交通利便性 治安 生活利便性 地域への愛着 娯楽・文化
29.6 29.1 21.6 17.4 16.9

交通利便性 治安 地域への愛着
27.6 25.0 17.1

娯楽・文化 交通利便性 治安 生活利便性 地域への愛着
40.9 31.8 27.3 18.2 18.2

仕事の都合 交通利便性 治安 教育環境 住宅事情
50.0 37.5 37.5 12.5 12.5

福祉 交通利便性 治安 地域への愛着 教育環境
38.9 22.2 16.7

生活利便性 住宅事情 緑・公園 交通利便性 福祉
40.0 40.0 20.0 20.0 20.0

緑・公園
37.5

娯楽・文化
26.7

交通利便性 治安 生活利便性 娯楽・文化 地域への愛着
23.9 17.2 15.7

交通利便性 娯楽・文化 治安 地域への愛着 教育環境
39.3 35.7 25.0 21.4 17.9

治安 交通利便性 教育環境
43.5 30.4 17.4

治安 交通利便性 教育環境 生活利便性 地域への愛着
42.1 26.3 23.7 21.1 18.4

交通利便性 治安 福祉 生活利便性 地域への愛着
38.9 27.8 22.2 16.7 16.7

住宅事情 福祉
60.0 40.0

生活利便性 交通利便性 緑・公園 住宅事情 福祉
50.0 27.3 13.6

治安 交通利便性 娯楽・文化 教育環境 生活利便性
35.9 28.2 25.6 24.4 23.1

交通利便性 生活利便性 治安 福祉／地域への愛着
46.2 38.5 30.8

交通利便性 福祉 仕事の都合
33.3 18.5 14.8

治安 交通利便性 住宅事情 生活利便性 地域への愛着
31.5 27.8 24.1 18.5 14.8

福祉
15.0

1位 2位 3位 4位 5位

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

全体

男性全体

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

27.5
生活利便性／交通利便性

5

8

15

134

28

213

76

22

8

18

78

13

27

54

40

23

38

18

5

22

男山地区

橋本地区

60歳代

70歳以上

市役所周辺地区

東部地区

美濃山地区

女性全体

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

17.5

生活利便性／娯楽・文化

生活利便性／交通利便性／治安／住宅事情

生活利便性／交通利便性／福祉／地域への愛着

生活利便性／娯楽・文化

緑・公園／生活利便性／交通利便性

治安／地域への愛着

娯楽・文化／治安

26.1

20.0

18.2

15.4

22.2

17.1

27.8

25.0

20.0

31.3
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(3) 幸福感について 

① 現在の幸福度と、理想の幸福度 

現在の幸福度と、理想の幸福度について、「0 点（とても不幸）～10 点（とても幸せ）」

で聞いたところ、現在の幸福度は、「８点」の割合が最も高く 20.9%となっている。次い

で、「７点（19.4%）」、「５点（18.9%）」となっている。 

理想の幸福度は、「８点」の割合が最も高く 31.9%となっている。次いで、「10 点（と

ても幸せ）（17.0%）」、「７点（14.9%）」となっている。 

 

図表 I-２１ 現在の幸福度と、理想の幸福度（SA） 

 

  

0.8

（0点）

0.3

（0点）

0.6

（1点）

0.5

（1点）

0.8

（2点）

0.2

（2点）

3.1

0.9

（3点）

4.8

1.5

（4点）

18.9

9.6

11.6

4.8

19.4

14.9

20.9

31.9

8.2

13.8

9.8

17.0

1.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の幸福度

理想の幸福度

0点（とても不幸） 1点 ２点 ３点

4点 ５点 ６点 ７点

８点 ９点 10点（とても幸せ） 無回答

(n=976)



17 

図表 I-２２ 現在の幸福度（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

図表 I-２３ 理想の幸福度（SA） (性・年齢別、居住地別) 

  

（％）

調
査
数

0
点

（
と
て
も
不
幸

）

1
点

２
点

３
点

4
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

1
0
点

（
と
て
も
幸
せ

）

無
回
答

976 0.8 0.6 0.8 3.1 4.8 18.9 11.6 19.4 20.9 8.2 9.8 1.1
男性全体 408 0.7 0.5 1.0 3.4 3.9 18.6 11.8 21.6 20.8 6.6 9.8 1.2
18～29歳 49 0.0 0.0 2.0 8.2 12.2 6.1 10.2 26.5 18.4 6.1 10.2 0.0
30歳代 35 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9 20.0 17.1 22.9 11.4 5.7 17.1 0.0
40歳代 55 0.0 0.0 3.6 7.3 1.8 25.5 5.5 21.8 14.5 9.1 9.1 1.8
50歳代 56 1.8 1.8 0.0 0.0 7.1 21.4 7.1 28.6 21.4 5.4 5.4 0.0
60歳代 57 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 21.1 12.3 17.5 24.6 7.0 14.0 0.0
70歳以上 156 1.3 0.6 0.6 2.6 1.9 17.9 14.7 18.6 24.4 6.4 8.3 2.6
女性全体 561 0.9 0.7 0.7 2.7 5.5 19.1 11.2 18.0 20.9 9.3 10.0 1.1
18～29歳 72 0.0 0.0 1.4 1.4 6.9 13.9 16.7 16.7 20.8 12.5 8.3 1.4
30歳代 69 2.9 1.4 0.0 5.8 10.1 18.8 14.5 15.9 13.0 2.9 11.6 2.9
40歳代 116 0.0 0.0 1.7 1.7 4.3 12.9 13.8 19.8 18.1 14.7 12.9 0.0
50歳代 91 1.1 1.1 1.1 5.5 4.4 18.7 8.8 23.1 19.8 8.8 6.6 1.1
60歳代 60 0.0 3.3 0.0 1.7 1.7 25.0 10.0 18.3 26.7 6.7 6.7 0.0
70歳以上 153 1.3 0.0 0.0 1.3 5.9 24.2 7.2 15.0 24.8 7.8 11.1 1.3
市役所周辺地区 337 1.2 0.9 0.6 2.4 5.6 21.7 12.2 18.4 17.8 8.6 9.5 1.2
東部地区 41 2.4 0.0 2.4 4.9 4.9 24.4 12.2 12.2 22.0 4.9 7.3 2.4
美濃山地区 151 0.7 1.3 0.7 2.0 4.0 12.6 11.9 24.5 21.2 10.6 10.6 0.0
男山地区 253 0.8 0.4 0.8 4.0 4.3 20.9 11.5 18.6 19.8 7.5 9.1 2.4
橋本地区 187 0.0 0.0 1.1 3.7 4.3 13.9 10.2 19.8 27.8 7.5 11.8 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）
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査
数

0
点
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も
不
幸

）

１
点

２
点

３
点

４
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

1
0
点

（
と
て
も
幸
せ

）

無
回
答

976 0.3 0.5 0.2 0.9 1.5 9.6 4.8 14.9 31.9 13.8 17.0 4.5
男性全体 408 0.5 0.2 0.5 0.2 1.7 9.3 4.9 16.9 29.7 13.0 18.1 4.9
18～29歳 49 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1 6.1 4.1 20.4 22.4 14.3 24.5 4.1
30歳代 35 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.1 5.7 11.4 22.9 17.1 25.7 0.0
40歳代 55 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 5.5 1.8 18.2 34.5 16.4 16.4 5.5
50歳代 56 0.0 1.8 0.0 0.0 3.6 10.7 1.8 10.7 39.3 7.1 21.4 3.6
60歳代 57 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 7.0 19.3 26.3 10.5 17.5 5.3
70歳以上 156 1.3 0.0 1.3 0.0 1.9 7.7 6.4 17.9 29.5 13.5 14.1 6.4
女性全体 561 0.2 0.7 0.0 1.4 1.4 10.0 4.6 13.2 33.5 14.4 16.2 4.3
18～29歳 72 0.0 0.0 0.0 2.8 4.2 1.4 4.2 11.1 37.5 11.1 23.6 4.2
30歳代 69 0.0 1.4 0.0 1.4 0.0 11.6 7.2 13.0 33.3 10.1 17.4 4.3
40歳代 116 0.0 0.9 0.0 1.7 1.7 6.9 5.2 15.5 30.2 15.5 19.8 2.6
50歳代 91 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 9.9 5.5 13.2 30.8 19.8 16.5 2.2
60歳代 60 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 11.7 1.7 13.3 45.0 11.7 11.7 1.7
70歳以上 153 0.7 0.0 0.0 1.3 1.3 15.0 3.9 12.4 31.4 15.0 11.1 7.8
市役所周辺地区 337 0.6 0.9 0.3 0.3 2.1 11.9 3.9 16.9 28.2 12.2 16.9 5.9
東部地区 41 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 12.2 12.2 7.3 31.7 12.2 14.6 7.3
美濃山地区 151 0.7 0.7 0.7 2.0 0.7 4.0 2.6 15.9 33.1 19.2 17.2 3.3
男山地区 253 0.0 0.4 0.0 0.8 2.0 10.3 7.1 16.2 30.4 11.1 17.0 4.7
橋本地区 187 0.0 0.0 0.0 0.5 1.1 8.0 3.7 10.2 40.1 16.6 18.2 1.6

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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現在の幸福度と理想の幸福度の回答を比較したところ、現在、既に理想の幸せを上回

っている人は 11.1％、現在の幸福度が理想と一致している人は 36.0％となっており、合

わせて約５割の人が理想の幸福度を実現している。 

一方、現在の幸福度が理想の幸福度を下回っている人は 48.3％となっている。 

図表 I-２４ 現在と理想の幸福度の比較（SA）  

 

現在の幸福度と理想の幸福度の回答を比較したところ、18～29 歳・40 歳代男性、30

歳代女性において、現在の幸福度が理想の幸福度を下回っている人が、他に比べて多く

なっている。 

図表 I-２５ 現在と理想の幸福度の比較（SA）  

 

 

  

(%)

調
査
数

現
在
の
幸
せ
＞
理

想
の
幸
せ

現
在
の
幸
せ
＝

理

想
の
幸
せ

現
在
の
幸
せ
＜
理

想
の
幸
せ

無
回
答

全体 976 11.1 36.0 48.3 4.7
男性全体 408 8.3 37.7 48.5 5.4
18～29歳 49 6.1 28.6 61.2 4.1
30歳代 35 8.6 37.1 54.3 0.0
40歳代 55 10.9 23.6 60.0 5.5
50歳代 56 7.1 39.3 50.0 3.6
60歳代 57 8.8 50.9 35.1 5.3
70歳以上 156 8.3 40.4 43.6 7.7
女性全体 561 13.0 34.8 48.0 4.3
18～29歳 72 15.3 27.8 52.8 4.2
30歳代 69 15.9 20.3 59.4 4.3
40歳代 116 19.0 31.9 46.6 2.6
50歳代 91 11.0 35.2 51.6 2.2
60歳代 60 8.3 40.0 50.0 1.7
70歳以上 153 9.2 44.4 38.6 7.8
市役所周辺地区 337 11.6 34.7 47.8 5.9
東部地区 41 4.9 43.9 43.9 7.3
美濃山地区 151 13.9 31.8 51.0 3.3
男山地区 253 7.9 39.9 46.6 5.5
橋本地区 187 13.4 34.8 50.3 1.6

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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② 幸福感を判断する際に重視した事項 

幸福感を判断する際に重視した事項は、「健康状況」の割合が最も高く 76.0%となって

いる。次いで、「家計の状況（所得・消費）（67.9%）」、「家族関係（58.1%）」となってい

る。 

 

図表 I-２６ 幸福感を判断する際に重視した事項（MA） 

 

  

67.9

31.1

76.0

39.0

31.7

19.6

52.8

23.9

58.1

33.2

17.2

11.3

0.9

1.0

0 20 40 60 80 100

家計の状況（所得・消費）

就業状況（仕事の有無・安定）

健康状況

自由な時間

充実した余暇

仕事の充実度

精神的なゆとり

趣味、社会貢献などの生きがい

家族関係

友人関係

職場の人間関係

地域コミュニティとの関係

その他

無回答

(n=976)

（％)
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性・年齢別により、幸福感の判断で重視した事項に異なりがみられる。 

18～29歳から50歳代までの女性においては「就業状況の有無（仕事の有無・安定）」、

30 歳代から 50 歳代の女性においては「精神的なゆとり」、18～29 歳から 40 歳代の女性

においては「職場の人間関係」が全体に比べてそれぞれ多くなっている。 

18～29 歳男性においては「就業状況の有無（仕事の有無・安定）」、「自由な時間」、

「充実した余暇」、「仕事の充実度」、「趣味、社会保障などの生きがい」、および「友人関

係」がいずれも全体に比べて多くなっている。 

図表 I-２７ 幸福感を判断する際に重視した事項（MA） (性・年齢別、居住地別 

 

 

 

  

（％）

調
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仕
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的
な
ゆ
と
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趣
味

、
社
会
貢
献

な
ど
の
生
き
が
い

家
族
関
係

友
人
関
係

職
場
の
人
間
関
係

地
域
コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
と
の
関
係

そ
の
他

無
回
答

976 67.9 31.1 76.0 39.0 31.7 19.6 52.8 23.9 58.1 33.2 17.2 11.3 0.9 1.0
男性全体 408 67.2 30.9 73.3 38.0 33.6 22.8 47.8 26.0 52.9 28.2 14.0 10.8 1.2 0.7
18～29歳 49 63.3 46.9 55.1 55.1 49.0 38.8 61.2 46.9 49.0 55.1 24.5 10.2 0.0 0.0
30歳代 35 68.6 51.4 54.3 31.4 40.0 28.6 51.4 22.9 65.7 25.7 25.7 14.3 0.0 0.0
40歳代 55 76.4 40.0 78.2 41.8 36.4 38.2 49.1 25.5 47.3 20.0 20.0 12.7 3.6 1.8
50歳代 56 76.8 48.2 82.1 35.7 32.1 25.0 51.8 26.8 55.4 25.0 17.9 14.3 1.8 0.0
60歳代 57 63.2 28.1 75.4 29.8 31.6 21.1 52.6 17.5 56.1 22.8 10.5 5.3 0.0 1.8
70歳以上 156 62.8 12.8 77.6 36.5 27.6 10.9 39.1 23.1 51.3 26.3 5.8 10.3 1.3 0.6
女性全体 561 68.6 31.4 77.9 39.2 29.9 17.1 56.3 22.5 61.9 37.1 19.6 11.8 0.7 1.2
18～29歳 72 58.3 44.4 65.3 48.6 38.9 20.8 59.7 33.3 62.5 51.4 30.6 6.9 1.4 1.4
30歳代 69 78.3 44.9 84.1 50.7 27.5 30.4 68.1 27.5 60.9 34.8 33.3 14.5 0.0 2.9
40歳代 116 74.1 48.3 81.9 38.8 31.0 20.7 63.8 21.6 71.6 36.2 30.2 7.8 0.0 0.0
50歳代 91 75.8 42.9 74.7 34.1 31.9 20.9 65.9 18.7 73.6 40.7 23.1 15.4 1.1 0.0
60歳代 60 66.7 15.0 85.0 28.3 26.7 15.0 48.3 16.7 50.0 25.0 8.3 11.7 0.0 3.3
70歳以上 153 61.4 5.9 77.1 37.3 26.1 5.2 41.2 20.3 52.3 34.6 2.6 13.7 1.3 1.3
市役所周辺地区 337 63.5 31.8 70.0 38.9 28.5 18.7 49.6 21.1 57.0 33.5 19.6 12.8 0.6 1.5
東部地区 41 70.7 41.5 78.0 46.3 36.6 29.3 51.2 29.3 65.9 46.3 26.8 17.1 2.4 2.4
美濃山地区 151 78.1 31.8 80.1 35.1 35.1 20.5 52.3 23.8 62.9 30.5 15.2 13.9 0.7 0.0
男山地区 253 68.8 30.0 80.6 38.3 30.8 20.9 54.5 26.1 51.0 32.4 19.0 9.9 1.2 1.2
橋本地区 187 66.8 29.4 77.5 42.2 34.8 16.6 57.8 24.6 64.7 33.2 10.2 7.0 1.1 0.5

全体
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性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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(4) 八幡市のこれからのまちづくりについて 

① 「八幡市らしさ」をイメージするもの 

「八幡市らしさ」をイメージするものは、「石清水八幡宮」の割合が突出して高く

91.8%となっている。次いで、「桜（背割堤など）（49.0%）」、「流れ橋（30.6%）」となっ

ている。 

性・年齢別では60歳代・70歳代男性で「三川合流域」、18～29歳・50歳代男性で「竹

（エジソンの逸話など）」、70 歳代以上で「男山の自然」、30 歳代女性で「男山団地」を

挙げる割合が全体に比べて多くなっている。 

居住地別では東部地区で「木津川」、「流れ橋」、男山地区で「男山団地」、橋本地区で

「三川合流域」の割合が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-２８ 「八幡市らしさ」をイメージするもの（MA） 

 

図表 I-２９ 「八幡市らしさ」をイメージするもの（MA） (性・年齢別、居住地別) 
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無回答

(n=976)
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無
回
答

976 91.8 13.8 9.8 4.3 5.2 49.0 11.0 18.8 21.4 30.6 3.5 1.0 2.2 0.5
男性全体 408 92.9 13.0 12.3 5.6 8.8 44.4 15.9 15.9 20.8 28.4 3.9 1.5 2.0 0.5
18～29歳 49 93.9 14.3 2.0 6.1 4.1 36.7 4.1 14.3 40.8 34.7 2.0 0.0 0.0 0.0
30歳代 35 94.3 20.0 5.7 5.7 8.6 34.3 11.4 14.3 20.0 22.9 5.7 2.9 5.7 0.0
40歳代 55 94.5 9.1 5.5 1.8 1.8 27.3 9.1 25.5 25.5 36.4 3.6 1.8 7.3 1.8
50歳代 56 91.1 7.1 10.7 3.6 7.1 53.6 14.3 8.9 32.1 25.0 1.8 1.8 0.0 0.0
60歳代 57 96.5 19.3 10.5 7.0 10.5 35.1 21.1 14.0 21.1 29.8 0.0 0.0 3.5 0.0
70歳以上 156 91.0 12.2 20.5 7.1 12.8 55.1 21.8 16.7 9.0 25.6 6.4 1.9 0.0 0.6
女性全体 561 91.1 14.4 8.0 3.2 2.5 52.4 7.5 20.7 21.7 32.3 3.0 0.7 2.3 0.5
18～29歳 72 88.9 12.5 11.1 5.6 1.4 51.4 1.4 18.1 29.2 25.0 2.8 0.0 0.0 0.0
30歳代 69 91.3 30.4 1.4 1.4 1.4 46.4 4.3 17.4 30.4 31.9 1.4 0.0 5.8 1.4
40歳代 116 93.1 8.6 6.0 0.9 3.4 50.9 6.0 21.6 23.3 32.8 2.6 0.9 4.3 0.0
50歳代 91 94.5 17.6 4.4 0.0 0.0 50.5 12.1 17.6 25.3 35.2 2.2 0.0 3.3 1.1
60歳代 60 90.0 13.3 13.3 0.0 3.3 53.3 13.3 23.3 18.3 28.3 3.3 1.7 0.0 0.0
70歳以上 153 88.9 11.1 11.1 7.8 3.9 57.5 7.8 23.5 12.4 35.3 4.6 1.3 0.7 0.7
市役所周辺地区 337 91.7 11.3 8.3 8.0 4.2 51.6 7.4 22.3 19.6 31.5 4.5 0.6 3.9 0.6
東部地区 41 80.5 0.0 0.0 17.1 7.3 31.7 7.3 17.1 22.0 61.0 9.8 9.8 0.0 2.4
美濃山地区 151 92.7 5.3 4.0 0.0 11.9 43.0 7.3 17.2 25.2 33.8 4.6 0.7 2.0 0.7
男山地区 253 90.9 30.8 11.9 1.6 4.7 49.4 9.9 21.3 15.8 28.1 1.6 0.8 1.2 0.0
橋本地区 187 95.2 4.8 16.0 1.6 2.1 52.9 22.5 11.2 28.9 23.5 2.1 0.5 1.1 0.5
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② 「わがまち・八幡」への愛着や誇り 

「わがまち・八幡」への愛着や誇りについては、「愛着や誇りを感じている」の割合が

最も高く 49.4%となっている。次いで、「あまり愛着や誇りを感じることはない

（37.0%）」、「愛着や誇りを感じたことはない（8.5%）」となっている。 

性・年齢別では 30 歳代の男性において「あまり愛着や誇りを感じることはない」の割

合が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-３０ 「わがまち・八幡」への愛着や誇り（SA） 

 

図表 I-３１ 「わがまち・八幡」への愛着や誇り（SA） (性・年齢別、居住地別) 
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答

976 3.6 49.4 37.0 8.5 1.5
男性全体 408 4.4 51.7 35.8 7.1 1.0
18～29歳 49 10.2 40.8 32.7 14.3 2.0
30歳代 35 2.9 37.1 51.4 8.6 0.0
40歳代 55 3.6 49.1 32.7 12.7 1.8
50歳代 56 3.6 46.4 42.9 7.1 0.0
60歳代 57 3.5 57.9 36.8 1.8 0.0
70歳以上 156 3.8 59.0 31.4 4.5 1.3
女性全体 561 3.0 48.1 37.6 9.3 2.0
18～29歳 72 4.2 50.0 37.5 6.9 1.4
30歳代 69 5.8 36.2 40.6 15.9 1.4
40歳代 116 1.7 42.2 41.4 12.9 1.7
50歳代 91 2.2 47.3 36.3 12.1 2.2
60歳代 60 3.3 53.3 33.3 8.3 1.7
70歳以上 153 2.6 55.6 35.9 3.3 2.6
市役所周辺地区 337 4.5 46.6 38.6 8.6 1.8
東部地区 41 2.4 53.7 29.3 9.8 4.9
美濃山地区 151 4.6 41.1 42.4 10.6 1.3
男山地区 253 2.8 55.3 32.8 7.9 1.2
橋本地区 187 2.7 52.4 36.4 7.5 1.1
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③ 「わがまち・八幡」の魅力の友人・知人への説明 

「わがまち・八幡」の魅力を友人・知人に説明できるかについて聞いたところ、「八幡

の魅力をいくつか説明することができる」の割合が最も高く 73.1%となっている。次い

で、「八幡の魅力がわからない（21.3%）」、「八幡の魅力をたくさん説明することができる

（4.3%）」となっている。 

 

図表 I-３２ 「わがまち・八幡」の魅力の友人・知人への説明（SA） 

 

図表 I-３３ 「わがまち・八幡」の魅力の友人・知人への説明（SA） (性・年齢別、居住地別) 
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4.3%
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いくつか説明す

ることができる

73.1%

八幡の魅力が

わからない

21.3%

無回答

1.3%

(n=976)

（％）
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数

八
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の
魅
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と
が
で
き
る

八
幡
の
魅
力
が
わ

か
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な
い

無
回
答

976 4.3 73.1 21.3 1.3
男性全体 408 6.9 69.9 21.8 1.5
18～29歳 49 6.1 71.4 20.4 2.0
30歳代 35 5.7 68.6 25.7 0.0
40歳代 55 9.1 58.2 30.9 1.8
50歳代 56 5.4 67.9 26.8 0.0
60歳代 57 3.5 73.7 21.1 1.8
70歳以上 156 8.3 73.1 16.7 1.9
女性全体 561 2.5 75.0 21.2 1.2
18～29歳 72 4.2 68.1 26.4 1.4
30歳代 69 4.3 71.0 23.2 1.4
40歳代 116 2.6 76.7 20.7 0.0
50歳代 91 1.1 71.4 25.3 2.2
60歳代 60 1.7 75.0 21.7 1.7
70歳以上 153 2.0 81.0 15.7 1.3
市役所周辺地区 337 5.0 73.3 20.2 1.5
東部地区 41 4.9 68.3 24.4 2.4
美濃山地区 151 2.6 67.5 27.8 2.0
男山地区 253 2.4 75.1 20.9 1.6
橋本地区 187 7.0 75.4 17.6 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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④ 八幡市での暮らしの満足度 

八幡市での暮らしの満足度は、「まあ満足している」の割合が最も高く 71.7%となって

いる。次いで、「あまり満足していない（16.1%）」、「とても満足している（5.4%）」とな

っている。 

性・年齢別では、30 歳代の男性において「とても満足している」の割合が全体に比べ

て多くなっている。 

図表 I-３４ 八幡市での暮らしの満足度（SA） 

 

図表 I-３５ 八幡市での暮らしの満足度（SA） (性・年齢別、居住地別) 
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(n=976)
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い

無
回
答

976 5.4 71.7 16.1 1.8 4.1 0.8
男性全体 408 6.6 74.0 14.5 1.2 2.7 1.0
18～29歳 49 8.2 71.4 16.3 0.0 4.1 0.0
30歳代 35 17.1 71.4 5.7 0.0 5.7 0.0
40歳代 55 3.6 65.5 21.8 1.8 5.5 1.8
50歳代 56 7.1 69.6 17.9 1.8 3.6 0.0
60歳代 57 7.0 75.4 12.3 3.5 1.8 0.0
70歳以上 156 4.5 79.5 12.8 0.6 0.6 1.9
女性全体 561 4.6 70.1 17.3 2.3 5.0 0.7
18～29歳 72 8.3 70.8 9.7 2.8 6.9 1.4
30歳代 69 4.3 60.9 24.6 4.3 4.3 1.4
40歳代 116 1.7 69.8 19.8 1.7 6.0 0.9
50歳代 91 7.7 64.8 17.6 3.3 6.6 0.0
60歳代 60 3.3 71.7 18.3 3.3 3.3 0.0
70歳以上 153 3.9 76.5 15.0 0.7 3.3 0.7
市役所周辺地区 337 5.6 68.5 16.3 3.3 5.0 1.2
東部地区 41 4.9 61.0 22.0 4.9 4.9 2.4
美濃山地区 151 4.6 75.5 15.2 0.0 4.0 0.7
男山地区 253 6.7 72.7 17.0 1.6 1.2 0.8
橋本地区 187 4.3 75.4 13.9 0.5 5.9 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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⑤ これからの八幡市に望むもの 

これからの八幡市に望むもの（３つまで）について聞いたところ、「みんながいつまで

も元気に暮らせる、人にやさしい福祉・健康づくりのまち」の割合が最も高く 48.6%と

なっている。次いで、「鉄道・バスなどの公共交通機関や道路が充実し、便利で快適なま

ち（46.0%）」、「災害に強く、防犯や交通安全対策等が充実した、安全で安心できるまち

（45.1%）」となっている。 

 

図表 I-３６ これからの八幡市に望むもの（３つまで） 

 

  

35.0

46.0

3.5

8.3

48.6

10.8

9.6

5.5

45.1

20.1

25.6

9.9

1.8

0.5

0 20 40 60

自然環境にめぐまれ、緑豊かでうるおいのあるまち

鉄道・バスなどの公共交通機関や道路が充実し、

便利で快適なまち

ＮＰＯのまちづくり活動やボランティア活動など、

社会のための活動が活発なまち

スポーツや芸術・文化など趣味やレクリエーション

活動に関する環境が充実したまち

みんながいつまでも元気に暮らせる、

人にやさしい福祉・健康づくりのまち

良好な近所づきあいがある地域の中で、地域の

つながりを大切にするふれあいのまち

商業・工業・流通などの産業が盛んな

活力のあるまち

多くの観光客や来訪者が集う交流のまち

災害に強く、防犯や交通安全対策等が充実した、

安全で安心できるまち

まちなみなどの景観が美しく、快適な

住環境が整備されているまち

子育てや教育の環境が充実したまち

歴史や文化、地域個性を活かした

個性的で魅力あるまち

その他

無回答

(n=976)

（％)
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性・年齢別に見ると、30 歳代・40 歳代の男性と 18～29 歳から 40 歳代女性において

「子育てや教育の環境が充実したまち」、30 歳代・70 歳以上男性において「自然環境に

めぐまれ、緑豊かでうるおいのあるまち」、18～29 歳・40 歳代男性において「鉄道・バ

スなどの公共交通機関や道路が充実し、便利で快適なまち」、30 歳代・50 歳代男性にお

いて「商業・工業・流通などの産業が盛んな活力のあるまち」の割合がそれぞれ全体に

比べて多くなっている。 

居住地別では、東部地区において「商業・工業・流通などの産業が盛んな活力のある

まち」、美濃山地区で「鉄道・バスなどの公共交通機関や道路が充実し、便利で快適なま

ち」、「まちなみなどの景観が美しく、快適な住環境が整備されているまち」の割合が全

体に比べて多くなっている。 

図表 I-３７ これからの八幡市に望むもの（MA） (性・年齢別、居住地別) 
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976 35.0 46.0 3.5 8.3 48.6 10.8 9.6 5.5 45.1 20.1 25.6 9.9 1.8 0.5
男性全体 408 39.7 49.0 3.7 9.8 45.8 9.1 11.8 6.6 41.2 17.2 22.8 13.5 1.7 0.2
18～29歳 49 30.6 57.1 6.1 22.4 32.7 12.2 12.2 10.2 28.6 16.3 32.7 4.1 0.0 0.0
30歳代 35 45.7 51.4 8.6 2.9 25.7 14.3 28.6 2.9 22.9 11.4 57.1 2.9 0.0 0.0
40歳代 55 25.5 56.4 0.0 3.6 27.3 7.3 9.1 16.4 34.5 14.5 36.4 23.6 5.5 1.8
50歳代 56 35.7 53.6 3.6 12.5 48.2 5.4 19.6 7.1 46.4 26.8 10.7 12.5 1.8 0.0
60歳代 57 35.1 42.1 3.5 12.3 47.4 12.3 5.3 1.8 45.6 29.8 10.5 15.8 1.8 0.0
70歳以上 156 49.4 44.2 3.2 7.7 59.6 7.7 8.3 4.5 48.1 11.5 16.0 14.7 1.3 0.0
女性全体 561 31.7 44.0 3.4 7.3 50.6 12.1 8.0 4.8 47.8 21.9 27.6 7.5 2.0 0.7
18～29歳 72 31.9 43.1 1.4 6.9 36.1 8.3 12.5 5.6 38.9 13.9 44.4 9.7 1.4 1.4
30歳代 69 20.3 43.5 4.3 7.2 46.4 11.6 8.7 13.0 47.8 15.9 56.5 7.2 1.4 1.4
40歳代 116 24.1 39.7 4.3 10.3 41.4 9.5 8.6 6.9 53.4 26.7 37.1 5.2 1.7 0.0
50歳代 91 34.1 49.5 4.4 5.5 56.0 12.1 7.7 3.3 46.2 26.4 14.3 11.0 4.4 0.0
60歳代 60 36.7 48.3 5.0 1.7 65.0 16.7 3.3 0.0 46.7 26.7 13.3 3.3 1.7 0.0
70歳以上 153 39.2 43.1 2.0 8.5 57.5 14.4 7.2 2.0 49.0 20.3 13.1 7.8 1.3 1.3
市役所周辺地区 337 33.8 44.8 3.3 8.3 46.0 11.9 12.2 6.2 47.5 16.9 27.9 10.1 1.8 0.6
東部地区 41 22.0 53.7 12.2 2.4 46.3 17.1 26.8 4.9 41.5 9.8 26.8 7.3 4.9 2.4
美濃山地区 151 33.1 57.0 1.3 10.6 50.3 9.9 2.6 2.6 47.7 30.5 23.2 7.9 1.3 0.0
男山地区 253 35.2 44.7 4.0 7.1 52.6 10.3 7.5 6.7 43.5 18.2 23.7 10.3 1.2 0.8
橋本地区 187 40.6 38.5 3.2 9.6 46.5 9.1 9.6 5.3 42.8 23.0 26.2 11.8 2.7 0.0

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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これからの八幡市に望むもの（３つまで）については、いずれの姓・年齢・居住地別

においても「交通利便性」、「子育て・教育」、「福祉・健康」、「防災・防犯」が上位を占

めている。3位以下では「自然環境」「景観・住環境」「産業が盛ん」などが入っている。 

男女ともに 60歳以上では「福祉・健康」が 1位となっている。 

図表 I-３８ これからの八幡市に望むもの（３つまで）（上位 5位） (性・年齢別、居住地別) 

  

福祉・健康 交通利便性 防災・防犯 自然環境 子育て・教育
48.6 46.0 45.1 35.0 25.6

交通利便性 福祉・健康 防災・防犯 自然環境 子育て・教育
49.0 45.8 41.2 39.7 22.8

交通利便性 福祉・健康 子育て・教育 自然環境 防災・防犯
57.1 32.7 32.7 30.6 28.6

子育て・教育 交通利便性 自然環境 産業が盛ん 福祉・健康
57.1 51.4 45.7 28.6 25.7

交通利便性 子育て・教育 防災・防犯 福祉・健康 自然環境
56.4 36.4 34.5 27.3 25.5

交通利便性 福祉・健康 防災・防犯 自然環境 景観・住環境
53.6 48.2 46.4 35.7 26.8

福祉・健康 防災・防犯 交通利便性 自然環境 景観・住環境
47.4 45.6 42.1 35.1 29.8

福祉・健康 自然環境 防災・防犯 交通利便性 子育て・教育
59.6 49.4 48.1 44.2 16.0

福祉・健康 防災・防犯 交通利便性 自然環境 子育て・教育
50.6 47.8 44.0 31.7 27.6

子育て・教育 交通利便性 防災・防犯 福祉・健康 自然環境
44.4 43.1 38.9 36.1 31.9

子育て・教育 防災・防犯 福祉・健康 交通利便性 自然環境
56.5 47.8 46.4 43.5 20.3

防災・防犯 福祉・健康 交通利便性 子育て・教育 景観・住環境
53.4 41.4 39.7 37.1 26.7

福祉・健康 交通利便性 防災・防犯 自然環境 景観・住環境
56.0 49.5 46.2 34.1 26.4

福祉・健康 交通利便性 防災・防犯 自然環境 景観・住環境
65.0 48.3 46.7 36.7 26.7

福祉・健康 防災・防犯 交通利便性 自然環境 景観・住環境
57.5 49.0 43.1 39.2 20.3

防災・防犯 福祉・健康 交通利便性 自然環境 子育て・教育
47.5 46.0 44.8 33.8 27.9

交通利便性 福祉・健康 防災・防犯
53.7 46.3 41.5

交通利便性 福祉・健康 防災・防犯 自然環境 景観・住環境
57.0 50.3 47.7 33.1 30.5

福祉・健康 交通利便性 防災・防犯 自然環境 子育て・教育
52.6 44.7 43.5 35.2 23.7

福祉・健康 防災・防犯 自然環境 交通利便性 子育て・教育
46.5 42.8 40.6 38.5 26.2

産業が盛ん／子育て・教育
26.8
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別
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別

男性全体

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

女性全体

2位 3位 4位 5位

全体

1位

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

市役所周辺地区

東部地区

美濃山地区

男山地区

橋本地区
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408

49

35

55

56

57

156
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72

69

116

91

60

153

337

41

151

253

187
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(5) 八幡市がめざしてきた「めざす姿」の達成状況について 

① 八幡市がめざしてきた「めざす姿」の達成状況 

八幡市がめざしてきた「めざす姿」の達成状況を聞いたところ、「そうなっている」と

「まあそうなっている」の割合の合計に着目すると、「Ｅ．健康で幸せのまちづくり」に

おける割合が最も高く 51.1%となっている。次いで、「Ａ．共に生きる社会（49.8%）」、

「Ｆ．医療・介護の連携（46.8%）」となっている。 

一方、「そうなっていない」の割合が高いのは、「J．活力の基盤整備（33.8％）」で、

次いで「I．活力の担い手育成（29.9％）」、「M．持続可能な暮らしの基盤づくり

（27.4％）」となっている。 

「わからない」の割合が高いのは、「K．環境と発展の調和（48.6％）」で、次いで「D.

子どもの生きる力の育成（48.0％）」、「C．子育て支援／I．活力の担い手育成（44.1％）」

となっている。 

図表 I-３９ 八幡市がめざしてきた「めざす姿」の達成状況（SA）（n=976） 

  

2.7%

2.3%
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1.8%

4.9%

5.1%

3.0%
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2.5%

2.4%

47.1%

38.1%

37.2%

30.5%

46.2%

41.7%

36.4%

35.0%

21.7%

22.4%

24.2%

38.6%

31.5%

32.3%

15.5%

20.0%

12.0%

17.0%

13.1%

17.9%

18.8%

25.4%

29.9%

33.8%

23.0%

22.1%

27.4%

23.0%

32.3%

37.2%

44.1%

48.0%

33.3%

33.1%

39.1%

33.8%

44.1%

39.1%

48.6%

34.4%

36.1%

40.2%

2.5%

2.5%

2.9%

2.7%

2.5%

2.2%

2.8%

2.8%

3.0%

2.9%

3.1%

2.5%

2.7%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ．共に生きる社会

Ｂ．協働による地域づくり

Ｃ．子育て支援

Ｄ．子どもの生きる力の育成

Ｅ．健康で幸せのまちづくり

Ｆ．医療・介護の連携

Ｇ．シビックプライドの醸成

Ｈ．幸せと出逢う観光まちづくり

Ｉ．活力の担い手育成

Ｊ．活力の基盤整備

Ｋ．環境と発展の調和

Ｌ．安心・安全

Ｍ．持続可能な暮らしの基盤づくり

Ｎ．戦略的な行財政経営

そうなっている まあそうなっている
そうなっていない わからない
無回答



29 

図表 I-４０ めざす姿が「そうなっている」・「まあそうなっている」の合計（SA）（n=976） 

 

 

図表 I-４１ めざす姿が「そうなっていない」（SA）（n=976） 
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図表 I-４２ めざす姿「A．共に生きる社会」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

図表 I-４３ めざす姿「Ｂ．協働による地域づくり」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 2.7 47.1 15.5 32.3 2.5
男性全体 408 4.7 50.7 14.7 27.9 2.0
18～29歳 49 14.3 51.0 14.3 20.4 0.0
30歳代 35 11.4 57.1 14.3 17.1 0.0
40歳代 55 1.8 47.3 18.2 32.7 0.0
50歳代 56 1.8 46.4 12.5 39.3 0.0
60歳代 57 5.3 50.9 15.8 26.3 1.8
70歳以上 156 1.9 51.9 14.1 27.6 4.5
女性全体 561 1.2 44.4 16.2 35.3 2.9
18～29歳 72 1.4 50.0 15.3 31.9 1.4
30歳代 69 0.0 42.0 20.3 36.2 1.4
40歳代 116 0.9 42.2 19.0 37.1 0.9
50歳代 91 3.3 39.6 18.7 37.4 1.1
60歳代 60 1.7 46.7 15.0 33.3 3.3
70歳以上 153 0.7 46.4 11.8 34.6 6.5
市役所周辺地区 337 3.3 47.2 17.8 29.1 2.7
東部地区 41 2.4 46.3 19.5 31.7 0.0
美濃山地区 151 1.3 47.7 11.9 36.4 2.6
男山地区 253 4.0 49.4 12.3 32.4 2.0
橋本地区 187 1.1 43.3 17.1 35.8 2.7

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 2.3 38.1 20.0 37.2 2.5
男性全体 408 3.7 40.0 21.1 33.8 1.5
18～29歳 49 12.2 38.8 14.3 34.7 0.0
30歳代 35 5.7 45.7 20.0 28.6 0.0
40歳代 55 1.8 32.7 23.6 41.8 0.0
50歳代 56 1.8 32.1 23.2 42.9 0.0
60歳代 57 1.8 42.1 24.6 31.6 0.0
70歳以上 156 2.6 43.6 20.5 29.5 3.8
女性全体 561 1.2 36.9 19.4 39.2 3.2
18～29歳 72 5.6 36.1 22.2 34.7 1.4
30歳代 69 1.4 31.9 26.1 39.1 1.4
40歳代 116 0.0 35.3 21.6 42.2 0.9
50歳代 91 0.0 33.0 19.8 46.2 1.1
60歳代 60 0.0 46.7 16.7 33.3 3.3
70歳以上 153 1.3 39.2 14.4 37.3 7.8
市役所周辺地区 337 3.3 38.3 21.1 34.4 3.0
東部地区 41 0.0 53.7 14.6 31.7 0.0
美濃山地区 151 1.3 40.4 16.6 40.4 1.3
男山地区 253 2.4 35.6 19.4 40.3 2.4
橋本地区 187 1.6 35.3 22.5 38.0 2.7

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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図表 I-４４ めざす姿「C．子育て支援」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

図表 I-４５ めざす姿「Ｄ．子どもの生きる力の育成」の達成状況（SA）(性・年齢別、居住地別) 

 

 

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 3.9 37.2 12.0 44.1 2.9
男性全体 408 4.4 37.3 13.5 42.4 2.5
18～29歳 49 6.1 44.9 8.2 40.8 0.0
30歳代 35 20.0 42.9 17.1 20.0 0.0
40歳代 55 5.5 38.2 18.2 38.2 0.0
50歳代 56 1.8 39.3 10.7 48.2 0.0
60歳代 57 5.3 33.3 12.3 49.1 0.0
70歳以上 156 0.6 34.0 14.1 44.9 6.4
女性全体 561 3.6 37.3 11.1 44.9 3.2
18～29歳 72 4.2 29.2 12.5 51.4 2.8
30歳代 69 5.8 26.1 21.7 44.9 1.4
40歳代 116 4.3 46.6 18.1 31.0 0.0
50歳代 91 4.4 36.3 7.7 50.5 1.1
60歳代 60 1.7 50.0 5.0 40.0 3.3
70歳以上 153 2.0 34.6 4.6 51.0 7.8
市役所周辺地区 337 5.3 34.1 17.2 40.1 3.3
東部地区 41 2.4 43.9 7.3 46.3 0.0
美濃山地区 151 3.3 42.4 9.3 43.0 2.0
男山地区 253 3.6 32.8 9.9 49.8 4.0
橋本地区 187 2.7 42.2 8.6 44.9 1.6

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 1.8 30.5 17.0 48.0 2.7
男性全体 408 2.7 34.1 17.4 43.9 2.0
18～29歳 49 4.1 53.1 14.3 28.6 0.0
30歳代 35 8.6 45.7 17.1 28.6 0.0
40歳代 55 1.8 29.1 23.6 45.5 0.0
50歳代 56 1.8 26.8 19.6 51.8 0.0
60歳代 57 3.5 36.8 14.0 45.6 0.0
70歳以上 156 1.3 28.8 16.7 48.1 5.1
女性全体 561 1.2 28.2 16.9 50.4 3.2
18～29歳 72 2.8 29.2 16.7 50.0 1.4
30歳代 69 1.4 21.7 29.0 46.4 1.4
40歳代 116 0.0 29.3 22.4 47.4 0.9
50歳代 91 1.1 29.7 16.5 51.6 1.1
60歳代 60 1.7 31.7 16.7 46.7 3.3
70歳以上 153 1.3 27.5 7.8 55.6 7.8
市役所周辺地区 337 3.0 27.9 20.8 45.7 2.7
東部地区 41 0.0 43.9 12.2 43.9 0.0
美濃山地区 151 0.7 32.5 13.9 51.7 1.3
男山地区 253 1.6 27.3 16.6 50.2 4.3
橋本地区 187 1.1 34.2 14.4 48.7 1.6

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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図表 I-４６ めざす姿「Ｅ．健康で幸せのまちづくり」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

図表 I-４７ めざす姿「Ｆ．医療・介護の連携」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 4.9 46.2 13.1 33.3 2.5
男性全体 408 7.4 47.5 14.2 28.9 2.0
18～29歳 49 16.3 46.9 8.2 28.6 0.0
30歳代 35 8.6 51.4 22.9 17.1 0.0
40歳代 55 9.1 38.2 16.4 34.5 1.8
50歳代 56 1.8 42.9 17.9 37.5 0.0
60歳代 57 3.5 50.9 12.3 33.3 0.0
70歳以上 156 7.1 50.6 12.8 25.0 4.5
女性全体 561 3.2 45.5 12.5 36.0 2.9
18～29歳 72 4.2 41.7 4.2 48.6 1.4
30歳代 69 0.0 44.9 21.7 31.9 1.4
40歳代 116 0.0 42.2 17.2 40.5 0.0
50歳代 91 3.3 41.8 12.1 41.8 1.1
60歳代 60 5.0 53.3 11.7 26.7 3.3
70歳以上 153 5.9 49.0 9.2 28.8 7.2
市役所周辺地区 337 6.5 44.5 15.1 30.6 3.3
東部地区 41 0.0 65.9 7.3 26.8 0.0
美濃山地区 151 4.0 43.0 12.6 38.4 2.0
男山地区 253 4.0 45.8 11.9 36.4 2.0
橋本地区 187 5.3 47.1 13.4 32.1 2.1

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 5.1 41.7 17.9 33.1 2.2
男性全体 408 6.4 46.8 18.4 26.7 1.7
18～29歳 49 14.3 53.1 6.1 26.5 0.0
30歳代 35 11.4 40.0 11.4 37.1 0.0
40歳代 55 7.3 40.0 16.4 34.5 1.8
50歳代 56 3.6 37.5 28.6 30.4 0.0
60歳代 57 5.3 47.4 19.3 28.1 0.0
70歳以上 156 3.8 51.9 20.5 19.9 3.8
女性全体 561 4.3 38.0 17.8 37.4 2.5
18～29歳 72 9.7 30.6 5.6 52.8 1.4
30歳代 69 0.0 26.1 21.7 50.7 1.4
40歳代 116 0.9 39.7 21.6 37.9 0.0
50歳代 91 2.2 31.9 28.6 36.3 1.1
60歳代 60 3.3 43.3 16.7 31.7 5.0
70歳以上 153 7.8 47.1 13.1 26.8 5.2
市役所周辺地区 337 6.8 40.1 19.9 30.9 2.4
東部地区 41 0.0 48.8 24.4 26.8 0.0
美濃山地区 151 4.6 37.1 17.2 39.7 1.3
男山地区 253 4.0 45.5 15.0 33.6 2.0
橋本地区 187 5.3 41.7 17.1 32.6 3.2

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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図表 I-４８ めざす姿「Ｇ．シビックプライドの醸成」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

図表 I-４９ めざす姿「Ｈ．幸せと出逢う観光まちづくり」の達成状況（SA） 

 (性・年齢別、居住地別) 

 

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 3.0 36.4 18.8 39.1 2.8
男性全体 408 4.2 39.2 19.9 34.6 2.2
18～29歳 49 8.2 53.1 6.1 30.6 2.0
30歳代 35 8.6 37.1 28.6 25.7 0.0
40歳代 55 3.6 41.8 18.2 36.4 0.0
50歳代 56 5.4 32.1 26.8 35.7 0.0
60歳代 57 3.5 29.8 26.3 38.6 1.8
70歳以上 156 1.9 40.4 17.9 35.3 4.5
女性全体 561 2.1 34.8 18.0 41.9 3.2
18～29歳 72 8.3 30.6 15.3 44.4 1.4
30歳代 69 1.4 33.3 24.6 39.1 1.4
40歳代 116 0.9 34.5 21.6 43.1 0.0
50歳代 91 1.1 40.7 20.9 36.3 1.1
60歳代 60 0.0 35.0 15.0 45.0 5.0
70歳以上 153 2.0 34.0 13.1 43.1 7.8
市役所周辺地区 337 3.6 39.8 17.5 35.9 3.3
東部地区 41 0.0 36.6 22.0 41.5 0.0
美濃山地区 151 2.6 31.1 20.5 43.7 2.0
男山地区 253 3.6 34.4 17.0 42.3 2.8
橋本地区 187 2.1 36.4 21.9 36.9 2.7

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 3.0 35.0 25.4 33.8 2.8
男性全体 408 4.2 35.3 28.4 30.1 2.0
18～29歳 49 16.3 42.9 16.3 24.5 0.0
30歳代 35 8.6 42.9 34.3 14.3 0.0
40歳代 55 1.8 36.4 29.1 30.9 1.8
50歳代 56 1.8 32.1 35.7 30.4 0.0
60歳代 57 1.8 36.8 26.3 35.1 0.0
70歳以上 156 1.9 31.4 28.8 33.3 4.5
女性全体 561 2.1 35.3 23.4 35.8 3.4
18～29歳 72 5.6 44.4 15.3 33.3 1.4
30歳代 69 5.8 26.1 37.7 29.0 1.4
40歳代 116 0.9 37.9 25.9 35.3 0.0
50歳代 91 2.2 36.3 24.2 36.3 1.1
60歳代 60 0.0 36.7 18.3 41.7 3.3
70歳以上 153 0.7 32.0 20.3 37.9 9.2
市役所周辺地区 337 4.5 40.4 23.4 27.9 3.9
東部地区 41 4.9 41.5 24.4 29.3 0.0
美濃山地区 151 2.0 31.1 27.8 37.7 1.3
男山地区 253 2.4 30.8 26.5 37.5 2.8
橋本地区 187 1.6 32.1 26.7 36.9 2.7

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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図表 I-５０ めざす姿「Ｉ．活力の担い手育成」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

図表 I-５１ めざす姿「Ｊ．活力の基盤整備」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 1.3 21.7 29.9 44.1 3.0
男性全体 408 2.7 22.8 35.0 37.5 2.0
18～29歳 49 10.2 18.4 24.5 46.9 0.0
30歳代 35 8.6 34.3 40.0 17.1 0.0
40歳代 55 1.8 16.4 34.5 47.3 0.0
50歳代 56 1.8 21.4 35.7 41.1 0.0
60歳代 57 1.8 24.6 33.3 38.6 1.8
70歳以上 156 0.0 23.7 37.8 34.0 4.5
女性全体 561 0.4 21.2 26.4 48.3 3.7
18～29歳 72 1.4 30.6 19.4 47.2 1.4
30歳代 69 0.0 14.5 33.3 50.7 1.4
40歳代 116 0.0 24.1 32.8 43.1 0.0
50歳代 91 1.1 15.4 31.9 50.5 1.1
60歳代 60 0.0 21.7 30.0 45.0 3.3
70歳以上 153 0.0 20.9 17.0 51.6 10.5
市役所周辺地区 337 2.4 22.6 29.1 42.4 3.6
東部地区 41 0.0 41.5 22.0 34.1 2.4
美濃山地区 151 0.0 25.8 23.8 48.3 2.0
男山地区 253 1.2 16.6 31.6 48.2 2.4
橋本地区 187 1.1 18.7 36.4 40.6 3.2

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 1.7 22.4 33.8 39.1 2.9
男性全体 408 2.9 25.7 36.8 32.6 2.0
18～29歳 49 12.2 42.9 14.3 30.6 0.0
30歳代 35 11.4 28.6 40.0 20.0 0.0
40歳代 55 0.0 23.6 40.0 36.4 0.0
50歳代 56 1.8 26.8 44.6 25.0 1.8
60歳代 57 0.0 22.8 35.1 42.1 0.0
70歳以上 156 0.6 21.2 39.7 34.0 4.5
女性全体 561 0.9 20.1 31.7 43.7 3.6
18～29歳 72 4.2 30.6 25.0 38.9 1.4
30歳代 69 0.0 15.9 44.9 37.7 1.4
40歳代 116 0.0 18.1 33.6 47.4 0.9
50歳代 91 1.1 20.9 33.0 44.0 1.1
60歳代 60 0.0 18.3 31.7 46.7 3.3
70歳以上 153 0.7 19.0 26.8 44.4 9.2
市役所周辺地区 337 3.3 22.8 34.1 36.5 3.3
東部地区 41 0.0 29.3 39.0 31.7 0.0
美濃山地区 151 1.3 23.2 27.2 45.7 2.6
男山地区 253 1.2 19.8 34.4 41.5 3.2
橋本地区 187 0.5 21.9 38.0 37.4 2.1

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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図表 I-５２ めざす姿「Ｋ．環境と発展の調和」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

図表 I-５３ めざす姿「Ｌ．安心・安全」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 1.2 24.2 23.0 48.6 3.1
男性全体 408 2.5 27.5 25.7 42.4 2.0
18～29歳 49 12.2 32.7 12.2 42.9 0.0
30歳代 35 5.7 31.4 40.0 22.9 0.0
40歳代 55 1.8 25.5 25.5 47.3 0.0
50歳代 56 0.0 30.4 28.6 41.1 0.0
60歳代 57 0.0 21.1 33.3 45.6 0.0
70歳以上 156 0.6 26.9 23.1 44.2 5.1
女性全体 561 0.4 21.9 21.2 52.6 3.9
18～29歳 72 2.8 29.2 13.9 52.8 1.4
30歳代 69 0.0 17.4 20.3 60.9 1.4
40歳代 116 0.0 17.2 29.3 52.6 0.9
50歳代 91 0.0 22.0 19.8 56.0 2.2
60歳代 60 0.0 25.0 21.7 48.3 5.0
70歳以上 153 0.0 22.9 19.6 48.4 9.2
市役所周辺地区 337 2.1 26.1 21.7 46.6 3.6
東部地区 41 0.0 31.7 26.8 41.5 0.0
美濃山地区 151 0.7 19.9 19.9 57.0 2.6
男山地区 253 0.8 22.5 22.5 51.4 2.8
橋本地区 187 1.1 24.1 28.3 43.3 3.2

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 2.4 38.6 22.1 34.4 2.5
男性全体 408 3.2 42.6 24.5 28.2 1.5
18～29歳 49 10.2 42.9 12.2 34.7 0.0
30歳代 35 14.3 34.3 28.6 22.9 0.0
40歳代 55 0.0 38.2 27.3 34.5 0.0
50歳代 56 1.8 33.9 26.8 37.5 0.0
60歳代 57 0.0 47.4 22.8 29.8 0.0
70歳以上 156 1.3 47.4 26.3 21.2 3.8
女性全体 561 1.8 35.7 20.5 38.9 3.2
18～29歳 72 5.6 40.3 15.3 37.5 1.4
30歳代 69 2.9 24.6 31.9 39.1 1.4
40歳代 116 0.0 29.3 31.9 38.8 0.0
50歳代 91 0.0 29.7 18.7 48.4 3.3
60歳代 60 0.0 38.3 15.0 43.3 3.3
70歳以上 153 2.6 45.8 12.4 32.0 7.2
市役所周辺地区 337 3.9 36.2 25.5 31.2 3.3
東部地区 41 0.0 51.2 17.1 31.7 0.0
美濃山地区 151 1.3 39.7 15.9 41.1 2.0
男山地区 253 2.8 38.3 22.5 34.4 2.0
橋本地区 187 0.5 38.5 22.5 36.4 2.1

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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図表 I-５４ めざす姿「Ｍ．持続可能な暮らしの基盤づくり」の達成状況（SA）  

(性・年齢別、居住地別) 

 

図表 I-５５ めざす姿「Ｎ．戦略的な行財政経営」の達成状況（SA） (性・年齢別、居住地別) 

  

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 2.5 31.5 27.4 36.1 2.7
男性全体 408 2.9 36.0 29.9 29.4 1.7
18～29歳 49 14.3 30.6 18.4 36.7 0.0
30歳代 35 11.4 37.1 31.4 20.0 0.0
40歳代 55 0.0 27.3 34.5 38.2 0.0
50歳代 56 0.0 35.7 37.5 26.8 0.0
60歳代 57 0.0 35.1 26.3 36.8 1.8
70歳以上 156 0.6 41.0 30.1 24.4 3.8
女性全体 561 2.1 28.3 25.8 40.3 3.4
18～29歳 72 2.8 34.7 16.7 44.4 1.4
30歳代 69 4.3 23.2 33.3 37.7 1.4
40歳代 116 0.0 21.6 38.8 39.7 0.0
50歳代 91 2.2 24.2 27.5 44.0 2.2
60歳代 60 0.0 33.3 18.3 43.3 5.0
70歳以上 153 3.3 33.3 19.0 36.6 7.8
市役所周辺地区 337 3.6 30.6 27.6 35.0 3.3
東部地区 41 0.0 31.7 36.6 31.7 0.0
美濃山地区 151 2.6 30.5 23.2 41.7 2.0
男山地区 253 2.0 32.4 28.1 35.6 2.0
橋本地区 187 1.6 32.1 27.8 35.3 3.2

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別

（％）

調
査
数

そ
う
な

っ
て
い

る ま
あ
そ
う
な

っ

て
い
る

そ
う
な

っ
て
い

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 2.4 32.3 23.0 40.2 2.3
男性全体 408 3.2 34.1 25.0 36.5 1.2
18～29歳 49 10.2 34.7 6.1 49.0 0.0
30歳代 35 2.9 40.0 37.1 20.0 0.0
40歳代 55 1.8 30.9 23.6 43.6 0.0
50歳代 56 1.8 32.1 25.0 41.1 0.0
60歳代 57 3.5 29.8 29.8 36.8 0.0
70歳以上 156 1.9 35.9 26.9 32.1 3.2
女性全体 561 1.8 31.0 21.7 42.4 3.0
18～29歳 72 2.8 34.7 20.8 40.3 1.4
30歳代 69 1.4 23.2 31.9 42.0 1.4
40歳代 116 1.7 16.4 31.0 50.9 0.0
50歳代 91 1.1 28.6 23.1 45.1 2.2
60歳代 60 0.0 35.0 18.3 41.7 5.0
70歳以上 153 2.6 43.8 11.1 35.9 6.5
市役所周辺地区 337 3.9 34.7 21.4 37.1 3.0
東部地区 41 0.0 39.0 19.5 41.5 0.0
美濃山地区 151 0.0 31.8 26.5 40.4 1.3
男山地区 253 3.6 27.7 24.1 42.3 2.4
橋本地区 187 0.5 32.1 23.0 42.2 2.1

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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② 「めざす姿」が達成できていないと評価した理由 

「めざす姿」が達成できていないと評価した理由について、意見を政策別に整理する

と、延べ 798件の意見があった。政策別にみると、「活力の基盤整備」が 109件と最も多

く、次いで「幸せと出逢う観光まちづくり」、「安心・安全」が 95 件、「活力の担い手育

成」が 76件となっている。 

図表 I-５６ 「そうなっていない」と回答した理由の政策別意見件数（ＦＡ） 

 

  

政策 件数

共に生きる社会 36

協働による地域づくり 46

子育て支援 52

子どもの生きる力の育成 49

健康で幸せのまちづくり 14

医療・介護の連携 47

シビックプライドの醸成 36

幸せと出逢う観光まちづくり 95

活力の担い手育成 76

活力の基盤整備 109

環境と発展の調和 22

安心・安全 95

持続可能な暮らしの基盤づくり 66

戦略的な行財政経営 55

合計 798
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「そうなっていない」と回答した理由として、５件以上あげられた意見は次のとおり

である。 

図表 I-５７ 「そうなっていない」と回答した理由として、５件以上あげられた意見（ＦＡ） 

 

政策 施策 意見の概要 件数

活力の基盤整備 全般（活力の基盤整備） まちの賑わいがなく、基盤整備ができていない 50

活力の担い手育成 商工業の振興 企業誘致ができていない 36

持続可能な暮らしの基盤づくり 全般（持続可能な暮らしの基盤づくり） めざす姿が実現できていない 33

医療・介護の連携 医療基盤の充実 医療提供体制が整っていない 24

活力の基盤整備 人・物の流れをつくる基盤の整備 駅周辺に賑わいのある整備ができていない 24

戦略的な行財政経営 新たな需要に応える効果的で効率的な行政サービス 効果的・効率的な行政サービスが行えていない 23

シビックプライドの醸成 「観幸のまちやわた」のブランド構築 観光客が多いとは感じられない 20

シビックプライドの醸成 「観幸のまちやわた」のブランド構築 観光PRができていない 19

シビックプライドの醸成 自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進 石清水八幡宮を活かした取り組みができていない 19

安心・安全 地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進 交通マナーの向上が必要 16

安心・安全 自助・共助・公助による防災・減災対策の推進 水害の備えを十分にしてほしい 15

共に生きる社会 コミュニティ活動による地域づくりの推進 地域とのつながりが感じられない 14

活力の担い手育成 全般（活力の担い手育成） 担い手が育成できていない 14

シビックプライドの醸成 文化芸術活動の振興 文化芸術に触れる機会が少ない 13

安心・安全 全般（安心・安全） めざす姿が実現できていない 13

安心・安全 地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進 治安に不安がある 13

子育て支援 妊娠・出産・育児サポート 子育てに対する財政的支援・サポートが不十分 12

シビックプライドの醸成 全般（シビックプライドの醸成） めざす姿が実現できていない 12

シビックプライドの醸成 自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進 観光する場所が整備されていない 12

シビックプライドの醸成 自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進 観光施設が整っていない 12

子どもの生きる力の育成 全般（子どもの生きる力の育成） めざす姿が実現できていない 11

活力の担い手育成 全般（活力の担い手育成） 地域の経済・産業を担う人材・企業が育っていない 11

活力の基盤整備 人・物の流れをつくる基盤の整備 生活サービス施設が整備できていない 11

環境と発展の調和 全般（環境と発展の調和） めざす姿が実現できていない 9

戦略的な行財政経営 意欲と能力にあふれた組織と職員づくり 職員の対応を改善してほしい 9

共に生きる社会 全般（共に生きる社会） めざす姿が実現できていない 8

持続可能な暮らしの基盤づくり 生活都市としての魅力の向上 交通が不便 8

医療・介護の連携 地域包括ケアシステムの推進 介護施設等が整っていない 7

シビックプライドの醸成 全般（シビックプライドの醸成） 取組内容がわからない 7

活力の基盤整備 人・物の流れをつくる基盤の整備 インフラ整備ができていない 7

安心・安全 地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進 交通安全対策を充実してほしい 7

安心・安全 地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進 街灯が少なく危険に感じる 7

安心・安全 地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進 犯罪が起こっている 7

シビックプライドの醸成 自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進 観光地へのアクセスをが充実していない 6

活力の担い手育成 全般（活力の担い手育成） まちに活気がない 6

活力の基盤整備 全般（活力の基盤整備） 取り組み内容がわからない 6

環境と発展の調和 環境にやさしい暮らしの創出 快適に過ごせるまちづくりができていない 6

戦略的な行財政経営 全般（戦略的な行財政経営） めざす姿が実現できていない 6

戦略的な行財政経営 健全で持続可能な財政運営 財政状況を改善してほしい 6

共に生きる社会 コミュニティ活動による地域づくりの推進 地域での活動が少ない 5

子育て支援 全般（子育て支援） めざす姿が実現できていない 5

子どもの生きる力の育成 全般（子どもの生きる力の育成） 生きる力が備わっているとは思えない 5

子どもの生きる力の育成 全般（子どもの生きる力の育成） 「生きる力」がわからない 5

子どもの生きる力の育成 全般（子どもの生きる力の育成） 取組内容がわからない 5

医療・介護の連携 全般（医療・介護の連携） めざす姿が実現できていない 5

活力の担い手育成 商工業の振興 商店街が活性化していない 5

活力の基盤整備 企業立地の推進 企業立地が進んでいない 5

環境と発展の調和 全般（環境と発展の調和） めざす姿の理解が難しい 5

安心・安全 自助・共助・公助による防災・減災対策の推進 避難場所への移動や確保が難しい 5

持続可能な暮らしの基盤づくり 生活都市としての魅力の向上 生活サービス施設が少ない 5

持続可能な暮らしの基盤づくり 生活都市としての魅力の向上 子育てしやすい環境を整備してほしい 5

戦略的な行財政経営 新たな需要に応える効果的で効率的な行政サービス 施策の周知が足りていない 5
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(6) 八幡市役所の取組について 

① 八幡市の行政の取組に対する満足度 

八幡市の行政の取組に対する満足度は、「やや満足」の割合が最も高く 67.1%となって

いる。次いで、「やや不満（17.2%）」、「満足（7.1%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、40 歳代・50 歳代男性において「やや不満」の割合が全体に比べ

て多くなっている。 

図表 I-５８ 八幡市の行政の取組に対する満足度（SA） 

 

図表 I-５９ 八幡市の行政の取組に対する満足度（SA） (性・年齢別、居住地別) 

  

満足

7.1%

やや満足

67.1%

やや不満

17.2%

不満

4.1%

無回答

4.5%

(n=976)

（％）

調
査
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

976 7.1 67.1 17.2 4.1 4.5
男性全体 408 7.4 66.4 19.4 3.9 2.9
18～29歳 49 8.2 79.6 8.2 4.1 0.0
30歳代 35 17.1 68.6 14.3 0.0 0.0
40歳代 55 3.6 58.2 27.3 9.1 1.8
50歳代 56 1.8 57.1 30.4 5.4 5.4
60歳代 57 3.5 70.2 17.5 5.3 3.5
70歳以上 156 9.6 66.7 17.9 1.9 3.8
女性全体 561 7.0 67.4 15.7 4.3 5.7
18～29歳 72 6.9 63.9 22.2 2.8 4.2
30歳代 69 5.8 68.1 14.5 8.7 2.9
40歳代 116 4.3 67.2 17.2 6.0 5.2
50歳代 91 9.9 62.6 15.4 5.5 6.6
60歳代 60 3.3 73.3 16.7 3.3 3.3
70歳以上 153 9.2 69.3 11.8 1.3 8.5
市役所周辺地区 337 7.4 67.4 16.9 3.9 4.5
東部地区 41 4.9 70.7 17.1 4.9 2.4
美濃山地区 151 7.9 62.3 21.9 4.6 3.3
男山地区 253 7.5 71.1 13.4 3.2 4.7
橋本地区 187 5.9 63.6 19.8 5.3 5.3

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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② 八幡市の行政の取組について不満の理由 

八幡市の行政の取組について不満に思う理由について、意見を政策別に整理すると、

延べ 187 件の意見があった。政策別にみると、「戦略的な行財政運営」が 96 件と突出し

て多く、次いで「活力の基盤整備」が 23 件、「医療・介護の連携」が 19件となっている。 

 

図表 I-６０ 八幡市の行政の取組について不満の理由の政策別意見件数（ＦＡ） 

 

  

政策 件数

共に生きる社会 9

協働による地域づくり 5

子育て支援 7

子どもの生きる力の育成 1

健康で幸せのまちづくり 2

医療・介護の連携 19

シビックプライドの醸成 1

幸せと出逢う観光まちづくり 1

活力の担い手育成 2

活力の基盤整備 23

環境と発展の調和 2

安心・安全 6

持続可能な暮らしの基盤づくり 13

戦略的な行財政経営 96

合計 187
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不満な理由として、３件以上あげられた意見は次のとおりである。 

図表 I-６１  八幡市役所の取組に「不満」「やや不満」と回答した理由（３件以上） 

 

 

  

  

政策 意見概要 件数

戦略的な行財政経営 行政の取組がわからない 21

医療・介護の連携 コロナワクチン接種体制が整備できていない 18

戦略的な行財政経営 市の施策に魅力や積極性を感じられない 13

戦略的な行財政経営 職員の対応が悪い 10

戦略的な行財政経営 行政の対応や取組内容が良くない 9

戦略的な行財政経営 市の取組が不十分だと感じる 8

子育て支援 子育て支援策を充実してほしい 7

戦略的な行財政経営 市の取組の成果が実感できない 6

共に生きる社会 生活保護制度などを適正に運用してほしい 5

活力の基盤整備 交通アクセスを向上させてほしい 5

活力の基盤整備 公共交通を充実させてほしい 5

戦略的な行財政経営 市の取組の情報発信ができていない 5

戦略的な行財政経営 ふるさと納税制度を活かして欲しい 5

戦略的な行財政経営 適正な職員数ではない 4

活力の基盤整備 道路整備をしてほしい 3

活力の基盤整備 渋滞対策をしてほしい 3

活力の基盤整備 駅周辺の整備ができていない 3

持続可能な暮らしの基盤づくり 水道料金が高い 3

持続可能な暮らしの基盤づくり 住みよいまちにしてほしい 3

戦略的な行財政経営 税金が高い 3
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③ 八幡市職員の応対（窓口、電話）に対する満足度 

八幡市職員の応対（窓口、電話）に対する満足度は、「やや満足」の割合が最も高く

49.5%となっている。次いで、「満足（23.4%）」、「わからない（13.1%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、70 歳以上の女性において「満足」、60 歳代女性において「やや

満足」の割合が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-６２ 八幡市職員の応対（窓口、電話）に対する満足度（SA） 

 

 

図表 I-６３ 八幡市職員の応対（窓口、電話）に対する満足度（SA） (性・年齢別、居住地別) 

 

 

満足

23.4%

やや満足

49.5%

やや不満

8.2%

不満

4.0%

わからない

13.1%

無回答

1.8%

(n=976)

（％）

調
査
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

976 23.4 49.5 8.2 4.0 13.1 1.8
男性全体 408 21.6 50.2 8.6 3.4 15.0 1.2
18～29歳 49 20.4 42.9 4.1 2.0 30.6 0.0
30歳代 35 28.6 45.7 8.6 0.0 17.1 0.0
40歳代 55 12.7 47.3 12.7 7.3 20.0 0.0
50歳代 56 17.9 39.3 8.9 3.6 28.6 1.8
60歳代 57 21.1 50.9 12.3 3.5 8.8 3.5
70歳以上 156 25.0 58.3 7.1 3.2 5.1 1.3
女性全体 561 24.6 49.0 7.8 4.3 11.9 2.3
18～29歳 72 20.8 45.8 5.6 4.2 22.2 1.4
30歳代 69 23.2 44.9 11.6 5.8 11.6 2.9
40歳代 116 15.5 49.1 11.2 6.0 15.5 2.6
50歳代 91 25.3 45.1 8.8 6.6 14.3 0.0
60歳代 60 23.3 60.0 6.7 5.0 3.3 1.7
70歳以上 153 34.0 50.3 4.6 0.7 6.5 3.9
市役所周辺地区 337 24.6 46.6 9.8 5.0 12.8 1.2
東部地区 41 17.1 56.1 4.9 2.4 14.6 4.9
美濃山地区 151 22.5 53.6 5.3 4.6 12.6 1.3
男山地区 253 24.9 49.8 7.9 4.0 11.9 1.6
橋本地区 187 20.9 49.2 9.1 1.6 16.0 3.2

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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④ 市役所に関する情報を得る方法 

市役所に関する情報を得る方法については、「広報やわた」の割合が最も高く 69.9%と

なっている。次いで、「八幡市のホームページ（50.6%）」、「市役所への電話問い合わせ

（25.1%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、「広報やわた」は男女とも 18～29 歳の回答の比率が低く、それ

以上の年代では 50％以上が回答している。「八幡市のホームページ」については男性では

60 歳代でも 50％以上の人がと回答しているが、同年代の女性では 35％にとどまってい

る。 

居住地別にみると、東部地区で「自治会・町内会の回覧板・掲示板」の回答が多い。 

図表 I-６４ 市役所に関する情報を得る方法（MA） 

 

図表 I-６５ 市役所に関する情報を得る方法（MA） (性・年齢別、居住地別) 

 

69.9

50.6

6.3

19.1

25.1

23.7

20.3

0.9

0.9
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・
掲
示
板

家
族

、
隣
人

、
知
人

そ
の
他

無
回
答

976 69.9 50.6 6.3 19.1 25.1 23.7 20.3 0.9 0.9
男性全体 408 66.4 50.0 4.9 19.4 24.8 24.8 18.9 1.7 0.5
18～29歳 49 24.5 61.2 10.2 8.2 14.3 6.1 32.7 4.1 0.0
30歳代 35 60.0 74.3 11.4 22.9 8.6 11.4 20.0 0.0 0.0
40歳代 55 56.4 70.9 3.6 10.9 18.2 18.2 20.0 1.8 0.0
50歳代 56 55.4 58.9 0.0 14.3 19.6 23.2 25.0 0.0 0.0
60歳代 57 80.7 50.9 8.8 31.6 19.3 24.6 10.5 0.0 0.0
70歳以上 156 83.3 30.1 2.6 22.4 37.8 36.5 14.7 2.6 1.3
女性全体 561 72.4 51.2 7.1 18.9 25.7 23.0 21.4 0.4 1.2
18～29歳 72 29.2 62.5 8.3 13.9 15.3 9.7 29.2 1.4 1.4
30歳代 69 58.0 76.8 5.8 24.6 13.0 7.2 30.4 0.0 2.9
40歳代 116 71.6 71.6 11.2 14.7 17.2 13.8 18.1 0.0 0.0
50歳代 91 73.6 67.0 9.9 16.5 24.2 18.7 13.2 0.0 0.0
60歳代 60 86.7 35.0 5.0 31.7 38.3 38.3 18.3 0.0 1.7
70歳以上 153 93.5 15.7 3.3 18.3 38.6 39.9 22.2 0.7 2.0
市役所周辺地区 337 68.8 49.3 8.3 23.4 23.4 21.7 24.9 0.6 1.2
東部地区 41 63.4 39.0 4.9 12.2 14.6 36.6 39.0 0.0 0.0
美濃山地区 151 64.2 55.0 4.0 17.2 26.5 27.2 14.6 2.0 0.7
男山地区 253 78.3 48.6 3.2 16.2 27.3 19.8 16.2 1.2 0.8
橋本地区 187 67.9 54.5 9.1 17.1 27.3 27.8 18.7 0.5 1.1

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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「広報やわた」と「八幡市のホームページ」について、性・年齢別に回答の順位をみ

ると、若い世代ほどホームページの順位の方が高くなっている。順位が入れ替わるのは、

男性では 60 歳代で「広報やわた」の方が上位となり、女性では 40 歳代で並び、50 歳代

以上は「広報やわた」が上位となる。 

図表 I-６６ 市役所に関する情報を得る方法（MA）（上位 5位） (性・年齢別、居住地別) 
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⑤ 行財政改革として期待する取組 

行財政改革として期待する取組については、「少子化対策や健康増進など長期的な視点

での財政健全化」の割合が最も高く 41.3%となっている。次いで、「施策や事業の見直し

による効率的な行政運営（39.4%）」、「公共施設の効果的なマネジメントや有効活用

（25.7%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、18～29 歳・40 歳代男性・18～40 歳代女性において「手続きの

オンライン化など ICT 化の取組み」、30 歳代男女において「少子化対策や健康増進など

長期的な視点での財政健全化」、の割合が全体に比べてそれぞれ多くなっている。 

居住地別では、東部地区において「公共施設の効果的なマネジメントや有効活用」の

割合が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-６７ 行財政改革として期待する取組（MA） 
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施策や事業の見直しによる効率的な行政運営

少子化対策や健康増進など長期的な視点での財政

健全化

公共施設の効果的なマネジメントや有効活用

職員の人材育成

手続きのオンライン化などICT化の取組

民間の知識・技術・経験などの活用

時代に沿った新たなサービスの創造

その他

無回答

(n=976)

（％)
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図表 I-６８ 行財政改革として期待する取組（MA） (性・年齢別、居住地別) 
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ビ
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そ
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無
回
答

976 39.4 41.3 25.7 13.1 22.7 13.7 3.5 3.6 5.2
男性全体 408 42.4 40.2 24.0 14.2 22.1 14.0 3.9 4.4 5.1
18～29歳 49 34.7 40.8 26.5 12.2 44.9 8.2 4.1 2.0 4.1
30歳代 35 40.0 68.6 11.4 11.4 20.0 11.4 5.7 5.7 5.7
40歳代 55 41.8 40.0 25.5 10.9 34.5 12.7 3.6 5.5 1.8
50歳代 56 50.0 33.9 26.8 8.9 21.4 12.5 7.1 5.4 1.8
60歳代 57 36.8 21.1 26.3 21.1 19.3 22.8 1.8 3.5 12.3
70歳以上 156 44.9 42.9 23.7 16.0 12.2 14.1 3.2 4.5 5.1
女性全体 561 37.4 41.7 26.9 12.3 23.0 13.5 3.2 3.0 5.3
18～29歳 72 23.6 43.1 23.6 6.9 50.0 9.7 0.0 6.9 2.8
30歳代 69 36.2 52.2 27.5 8.7 39.1 5.8 1.4 1.4 2.9
40歳代 116 32.8 45.7 25.9 8.6 33.6 16.4 4.3 2.6 0.9
50歳代 91 35.2 35.2 30.8 16.5 17.6 22.0 4.4 5.5 5.5
60歳代 60 40.0 38.3 28.3 13.3 6.7 11.7 3.3 3.3 5.0
70歳以上 153 48.4 38.6 26.1 16.3 4.6 12.4 3.9 0.7 11.1
市役所周辺地区 337 35.0 43.3 25.8 15.1 20.8 11.0 4.2 5.0 6.2
東部地区 41 48.8 41.5 41.5 12.2 14.6 9.8 2.4 4.9 2.4
美濃山地区 151 42.4 38.4 30.5 9.3 25.8 15.9 2.6 5.3 2.6
男山地区 253 43.1 41.1 22.9 11.5 21.7 14.6 2.8 2.0 6.7
橋本地区 187 38.0 40.6 22.5 15.0 26.7 17.1 4.3 1.6 3.2

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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(7) 新型コロナウイルス感染症に伴う生活への影響について 

① 新型コロナウイルス感染症の拡大以降、生活の中で困っていること 

新型コロナウイルス感染症の拡大以降、生活の中で困っていることは、「友人や近所の

人など、同居家族以外の人と対面で話す機会が減った」の割合が最も高く 41.4%となっ

ている。次いで、「外出の機会が減り、精神的なストレスが増えた（37.4%）」、「外出の機

会が減り、運動不足になった（34.2%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、30 歳代男女・40 歳代女性において「（子供と同居されている方）

子どもを外で遊ばせる機会が減った」、60歳以上の女性において「外出の機会が減り、運

動不足になった」、30 歳代・70 歳以上の女性において「友人や近所の人など、同居家族

以外の人と対面で話す機会が減った」の割合がそれぞれ全体に比べて多くなっている。 

居住地別で見ると、東部地区において「感染が心配で、公共交通機関が使いにくくな

った」の割合が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-６９ 新型コロナウイルス感染症の拡大以降、生活の中で困っていること（MA） 
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感染が心配で、公共交通機関が使いにくくなった

（ご高齢の方、またはご高齢のご家族がいる方）通所型の

介護サービスが利用しにくくなった／利用を控えている

外出の機会が減り、運動不足になった

外出の機会が減り、精神的なストレスが増えた

友人や近所の人など、同居家族以外の人と

対面で話す機会が減った

（子どもと同居されている方）子どもを

外で遊ばせる機会が減った

行政の支援制度の利用手続が難しく、利用しにくい

オンラインでの手続やサービスが増えたが、

パソコンやスマホが使えず利用できない

臨時休校や授業・講義のデジタル化・オンライン化に

ともない、自身や子どもの学習状況に影響が出た

臨時休校や授業・講義のデジタル化・オンライン化

にともない、自身や子どもの心身の健康に影響が出た

その他

困っていることは特にない

無回答

(n=976)

（％)
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図表 I-７０ 新型コロナウイルス感染症の拡大以降、生活の中で困っていること（MA）  

(性・年齢別、居住地別) 
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無
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976 14.8 11.0 34.0 31.4 2.4 34.2 37.4 41.4 8.8 7.7 14.5 6.5 3.6 5.2 11.7 1.4
男性全体 408 16.2 11.0 29.9 29.4 2.7 27.5 31.6 31.9 5.9 8.1 14.0 4.4 1.7 4.4 15.4 2.2
18～29歳 49 16.3 14.3 20.4 14.3 2.0 30.6 44.9 24.5 4.1 4.1 4.1 6.1 2.0 0.0 22.4 0.0
30歳代 35 17.1 11.4 20.0 31.4 0.0 28.6 25.7 25.7 20.0 8.6 5.7 2.9 0.0 2.9 11.4 5.7
40歳代 55 25.5 9.1 27.3 27.3 1.8 20.0 25.5 40.0 18.2 5.5 5.5 10.9 1.8 7.3 23.6 1.8
50歳代 56 19.6 17.9 26.8 19.6 1.8 19.6 37.5 33.9 7.1 7.1 8.9 8.9 7.1 7.1 10.7 0.0
60歳代 57 22.8 12.3 26.3 28.1 3.5 22.8 26.3 31.6 0.0 14.0 12.3 3.5 1.8 1.8 7.0 7.0
70歳以上 156 9.0 7.7 38.5 38.5 3.8 33.3 30.8 32.1 0.6 8.3 24.4 0.6 0.0 5.1 16.0 1.3
女性全体 561 13.7 10.9 37.1 32.6 2.1 39.2 41.7 48.3 10.9 7.3 15.0 7.7 4.8 5.7 8.9 0.9
18～29歳 72 18.1 16.7 22.2 22.2 1.4 18.1 41.7 41.7 8.3 2.8 2.8 6.9 5.6 2.8 9.7 0.0
30歳代 69 24.6 13.0 39.1 36.2 1.4 40.6 52.2 58.0 26.1 10.1 7.2 11.6 4.3 2.9 5.8 1.4
40歳代 116 17.2 8.6 33.6 30.2 0.9 29.3 46.6 44.8 30.2 7.8 3.4 19.0 12.1 8.6 12.1 0.0
50歳代 91 13.2 14.3 35.2 25.3 3.3 41.8 35.2 39.6 2.2 6.6 9.9 7.7 5.5 7.7 11.0 2.2
60歳代 60 13.3 11.7 51.7 41.7 5.0 46.7 40.0 41.7 0.0 8.3 18.3 1.7 0.0 6.7 10.0 0.0
70歳以上 153 4.6 6.5 41.2 38.6 2.0 51.6 37.9 57.5 0.0 7.8 34.6 0.0 0.7 4.6 5.9 1.3
市役所周辺地区 337 16.9 11.3 36.2 36.2 2.7 35.0 39.8 40.1 12.2 8.0 15.4 7.4 4.5 5.9 10.4 1.2
東部地区 41 19.5 12.2 41.5 41.5 7.3 34.1 46.3 43.9 9.8 14.6 22.0 9.8 0.0 4.9 7.3 2.4
美濃山地区 151 15.2 13.2 29.1 25.8 0.7 25.2 30.5 43.0 7.3 4.6 11.9 6.6 4.0 4.0 12.6 2.0
男山地区 253 14.6 9.9 39.9 33.6 1.6 38.3 38.3 45.8 6.7 6.3 17.8 4.0 1.6 3.6 10.7 2.0
橋本地区 187 9.6 9.6 25.1 21.9 2.7 34.2 36.4 36.4 7.0 10.2 9.1 7.5 4.8 7.5 15.5 0.5

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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② アフターコロナにおける八幡市の取組みとして期待すること 

アフターコロナにおける八幡市の取組みとして期待することは、「市内のお店を応援し、

買い物を促進するようなキャンペーンの実施」の割合が最も高く 41.2%となっている。

次いで、「コロナ禍で打撃を受けた市民・事業者への支援（40.8%）」、「安心して外出・通

院・通所ができるような、事業者への感染対策支援（37.7%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、18～30歳代男性・30歳代女性において「子どもが体を動かしや

すい環境の確保」、18～29 歳男性・40 歳代男女において「円滑なオンライン授業や、学

校からの連絡のデジタル化など、学校のデジタル環境を改善する取組み」、60歳以上女性

において「安心して外出・通院・通所ができるような、事業者への感染対策支援」、18～

30 歳代女性において「行政手続きのオンライン化およびオンラインによる相談対応等の

強化」の割合が全体に比べてそれぞれ多くなっている。 

居住地別では東部地区において、「安心して外出・通院・通所ができるような、事業者

への感染対策支援」、「市民どうしのふれあいや交流を促進するような取組の推進」の割

合が全体に比べて多くなっている。 

図表 I-７１ アフターコロナにおける八幡市の取組みとして期待すること（MA） 
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その他
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無回答

(n=976)

（％)
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図表 I-７２ アフターコロナにおける八幡市の取組みとして期待すること（MA）  

(性・年齢別、居住地別) 
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ャ
ン
ペ
ー
ン

（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
利
用
割
引
な
ど

）
の
実
施

市
民
ど
う
し
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
促
進
す
る

よ
う
な
取
組
の
推
進

子
ど
も
が
体
を
動
か
し
や
す
い
環
境
の
確
保

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
お
よ
び
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
相
談
対
応
等
の
強
化

円
滑
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や

、
学
校
か
ら
の
連

絡
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

、
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
環

境
を
改
善
す
る
取
組

臨
時
休
校

、
長
期
休
暇
短
縮
等
に
よ
り
想
定
さ

れ
る
児
童
・
生
徒
の
心
身
へ
の
負
担
を
緩
和
す

る
取
組

そ
の
他

期
待
す
る
こ
と
は
特
に
な
い

無
回
答

976 40.8 16.7 41.2 37.7 12.2 11.3 21.2 20.3 12.2 12.4 2.7 6.9 3.4
男性全体 408 39.7 20.1 41.9 34.3 12.0 12.3 18.6 18.1 10.5 8.3 2.7 6.6 3.7
18～29歳 49 55.1 40.8 51.0 22.4 16.3 4.1 38.8 18.4 24.5 14.3 0.0 2.0 0.0
30歳代 35 42.9 20.0 37.1 25.7 5.7 17.1 31.4 25.7 5.7 2.9 0.0 5.7 2.9
40歳代 55 45.5 16.4 38.2 10.9 7.3 9.1 29.1 21.8 25.5 7.3 3.6 7.3 1.8
50歳代 56 42.9 17.9 51.8 32.1 21.4 10.7 8.9 25.0 16.1 12.5 8.9 5.4 0.0
60歳代 57 36.8 22.8 36.8 42.1 7.0 12.3 8.8 19.3 0.0 7.0 3.5 7.0 8.8
70歳以上 156 32.1 14.7 39.7 46.2 12.2 15.4 12.8 12.2 3.8 7.1 1.3 8.3 5.1
女性全体 561 41.5 14.4 40.8 40.3 12.5 10.7 23.0 21.6 13.4 15.0 2.7 7.1 3.2
18～29歳 72 47.2 12.5 50.0 27.8 12.5 8.3 20.8 33.3 16.7 11.1 1.4 6.9 2.8
30歳代 69 50.7 15.9 47.8 37.7 15.9 10.1 40.6 34.8 20.3 18.8 2.9 5.8 1.4
40歳代 116 39.7 14.7 40.5 24.1 16.4 7.8 31.0 29.3 23.3 22.4 5.2 6.0 0.0
50歳代 91 41.8 24.2 42.9 42.9 11.0 4.4 19.8 24.2 15.4 15.4 1.1 8.8 2.2
60歳代 60 48.3 10.0 41.7 61.7 15.0 15.0 20.0 13.3 5.0 11.7 1.7 1.7 0.0
70歳以上 153 33.3 10.5 32.0 49.7 7.8 16.3 13.1 5.9 3.3 10.5 2.6 9.8 8.5
市役所周辺地区 337 44.8 20.8 39.8 39.2 15.4 13.9 24.0 20.2 12.8 15.4 1.8 4.2 4.5
東部地区 41 41.5 22.0 46.3 56.1 14.6 26.8 22.0 22.0 9.8 9.8 4.9 7.3 2.4
美濃山地区 151 39.1 12.6 43.0 34.4 8.6 7.3 19.2 17.2 15.9 14.6 1.3 10.6 2.6
男山地区 253 39.1 14.6 42.7 35.6 10.7 9.1 19.0 20.9 9.5 10.7 3.6 8.7 4.0
橋本地区 187 37.4 15.0 39.6 36.9 11.2 9.6 21.4 22.5 12.8 8.6 3.7 5.9 0.5

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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(8) 新庁舎について 

① 新庁舎について期待すること 

新庁舎についてどのような庁舎になることを期待するか聞いたところ、「質の高い市民

サービスが提供される庁舎」の割合が最も高く 64.8%となっている。次いで、「災害発生

時においても業務を安定して続けることができる庁舎（62.7%）」、「庁内の案内が充実し

た分かりやすい庁舎（43.8%）」となっている。 

性・年齢別に見ると、60 歳・70 歳代女性において「庁内の案内が充実した分かりやす

い庁舎」の割合が全体に比べて多くなっているほか、50 歳代男性において「質の高い市

民サービスが提供される庁舎」、70歳代女性において「災害発生時においても業務を安定

して続けることができる庁舎」の割合が全体に比べて多くなっている。 

 

図表 I-７３ 新市庁について期待すること（MA） 

 
  

62.7

22.6

64.8

43.8

39.7

42.5

22.5

24.2

3.3

4.0

1.7

0 20 40 60 80

災害発生時においても業務を安定して続けることができる

庁舎

環境にやさしい庁舎

質の高い市民サービスが提供される庁舎

庁内の案内が充実した分かりやすい庁舎

効率的な行政事務が実現できる庁舎

市民が行政に関する情報を気軽に得ることができる庁舎

市民協働の拠点となる市民に開かれた庁舎

市民の多彩な交流の拠点となる空間をもつ庁舎

その他

期待することは特にない

無回答

(n=976)

（％)
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図表 I-７４ 新市庁について期待すること（MA） (性・年齢別、居住地別) 

 

  

（％）

調
査
数

災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
業

務
を
安
定
し
て
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
庁
舎

環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
庁
舎

庁
内
の
案
内
が
充
実
し
た
分

か
り
や
す
い
庁
舎

効
率
的
な
行
政
事
務
が
実
現

で
き
る
庁
舎

市
民
が
行
政
に
関
す
る
情
報

を
気
軽
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
庁
舎

市
民
協
働
の
拠
点
と
な
る
市

民
に
開
か
れ
た
庁
舎

市
民
の
多
彩
な
交
流
の
拠
点

と
な
る
空
間
を
も
つ
庁
舎

そ
の
他

期
待
す
る
こ
と
は
特
に
な
い

無
回
答

976 62.7 22.6 64.8 43.8 39.7 42.5 22.5 24.2 3.3 4.0 1.7
男性全体 408 57.4 20.3 66.9 39.2 35.8 41.9 24.8 22.8 3.9 3.7 2.5
18～29歳 49 55.1 30.6 65.3 28.6 40.8 28.6 18.4 12.2 0.0 6.1 0.0
30歳代 35 48.6 25.7 51.4 37.1 31.4 42.9 28.6 25.7 2.9 2.9 2.9
40歳代 55 50.9 14.5 67.3 30.9 23.6 30.9 23.6 14.5 9.1 5.5 1.8
50歳代 56 64.3 21.4 76.8 42.9 41.1 42.9 26.8 26.8 7.1 0.0 0.0
60歳代 57 52.6 17.5 70.2 38.6 35.1 49.1 31.6 24.6 1.8 5.3 5.3
70歳以上 156 61.5 18.6 66.0 44.9 37.8 46.8 23.1 26.3 3.2 3.2 3.2
女性全体 561 66.5 24.2 63.1 47.1 42.6 42.8 21.0 25.5 2.7 4.3 1.2
18～29歳 72 61.1 31.9 48.6 34.7 36.1 43.1 20.8 25.0 1.4 4.2 1.4
30歳代 69 60.9 20.3 62.3 44.9 42.0 36.2 21.7 24.6 2.9 8.7 1.4
40歳代 116 63.8 19.0 63.8 37.1 45.7 33.6 18.1 19.8 2.6 8.6 0.0
50歳代 91 62.6 26.4 63.7 44.0 47.3 42.9 15.4 27.5 2.2 1.1 1.1
60歳代 60 68.3 23.3 70.0 66.7 48.3 48.3 26.7 30.0 1.7 1.7 0.0
70歳以上 153 75.2 25.5 66.7 55.6 38.6 50.3 24.2 27.5 3.9 2.0 2.6
市役所周辺地区 337 64.4 27.9 63.8 47.5 39.5 46.6 25.5 27.6 3.3 4.7 1.2
東部地区 41 70.7 19.5 70.7 53.7 36.6 43.9 29.3 29.3 0.0 2.4 4.9
美濃山地区 151 61.6 19.9 66.2 39.1 47.0 37.1 21.2 21.2 3.3 3.3 0.7
男山地区 253 64.4 19.0 62.8 42.3 36.4 39.9 17.8 20.9 2.4 3.2 3.2
橋本地区 187 56.7 20.9 66.8 39.6 39.6 42.2 23.0 24.1 4.8 4.8 0.5

全体

男
性
・
年
齢
別

女
性
・
年
齢
別

居
住
地
別
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(9) 自由回答 

自由回答欄については 313 人から記入があった（「特になし」等を除く）。「めざす姿」

に関連するテーマごとに分類すると、最も回答が多かったのは「活力の基盤整備」に関

するものであり、駅前の賑わいの創出や商業施設付近の渋滞の解消などを望む意見が多

かった。次いで「戦略的な行政経営」「持続可能な暮らしの基盤づくり」に関する意見が

多かった。 

図表 I-７５ 自由回答の分類と主な内容 

 

※一人の回答者が複数項目にまたがる意見を記入している場合が多数あるので、記入者数と分野別の合計は一

致しない。 

  

分類 回答数 主な意見

共に生きる社会 16

・増加しつつある外国人と理解を深めたい
・外国人が増えて治安などの面で不安
・生活が困窮しており支援して欲しい
・生活保護が適正に支給されているのか疑問　　等

協働による地域づくり 16
・人々の交流を図って欲しい
・協働の取り組みに参加したい
・図書館を充実させてほしい　等

子育て支援 20
・子育て支援に力を入れて、人口の維持につなげてほしい
・保育士の待遇を改善してあげて欲しい　等

子どもの生きる力の育成 9
・エアコンの導入、トイレの改修等、学校施設を充実させてほしい
・高校、大学等義務教育後の子育てにお金がかかるので支援して欲しい　等

健康で幸せのまちづくり 18
・高齢者の福祉を充実させてほしい
・公園の環境を改善して健康づくりをしやすくして欲しい 等

医療・介護の連携 7 ・医療機関が少ない、介護施設の選択肢が少ない 等

シビックプライドの醸成 18
・八幡の文化・歴史をもっとアピールして欲しい
・文化センターの活動内容を多様化して欲しい
・八幡市民であることにプライドを持てるようにして行く必要がある　等

幸せと出逢う観光まちづくり 15
・石清水八幡宮のアピール、サイクリングの人が集まるさくら出会い館の活用、駅前の
整備などを通じて観光客を呼び込んで欲しい　等

活力の担い手育成 14
・企業誘致を図って雇用や税収の確保を図って欲しい
・おいしいレストランなど魅力的な店が増えて欲しい
・農家を支援して農業を活性化して欲しい　等

活力の基盤整備 98

・石清水八幡宮駅前に賑わいを取り戻してほしい
・橋本駅前の再整備を促進して欲しい
・交通の便が悪い（バスの便数が少ない、欽明台から市役所に行きにくい、橋本地区は
坂が多く高齢者が移動しにくい 等）
・欽明台の山手幹線の渋滞がひどいので改善して欲しい

環境と発展の調和 16

・ごみの不法投棄を防止して欲しい
・プラスチックごみの回収日を増やしてほしい
・騒音・振動に対する対策を進めて欲しい
・道路・公園の美化（雑草やペットのふんの処理等）を進めて欲しい 等

安心・安全 19
・災害への備えを進めて欲しい
・治安を改善して欲しい　等

持続可能な暮らしの基盤づくり 54

・生活道路や歩行者用の道路を改善して欲しい
・管理されていない空家の対策を進めて欲しい
・団地の改修や建て替えを進めて欲しい
・小学校の跡地を有効活用してほしい
・商店が少なく買い物環境が悪い

戦略的な行財政経営 57

・ふるさと納税の返礼品を魅力的なものにして欲しい
・行政手続きのデジタル化を進めて欲しい
・市の取組について、もっとわかりやすく発信して欲しい（ホームページの改善等）
・来庁時の対応がよくない職員がいる
・また来たいと思える新庁舎にしてほしい
・市のイメージアップにつながる情報発信をしてほしい　等

その他 20 （激励、感想等）
自由回答記入者数 313
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資料編（調査票） 
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